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－覚えておくことはない､たわいもないお話－ 
 

 

 

 

 

 

 

20年以上もサウンドの仕事をしていると､頭の中の記憶容量も不足をしが

ちで､そろそろ余計なことは吐き出して､新しい情報と入れ替える必要が出て

きました。このサウンド与太噺に書かれている事柄は､過去に様々な方々か

ら伺ったことがあるお話をもとに書いてあります。 

この文章が書かれた後で面白い話を聞いたり､以前に聞いたことを思い

出したりすと､内容が変更されることがあります。各ページの右下に印刷さ

れている数字が､印刷作業をした日付です。 

いずれにしても､覚えておいても仕事には全く役立たないと思いますので､

気楽にお読みください。 

  

 

 

2007年8月 
 

 

 

 

 

文章を書いた人 

 

森本 雅記 
URL http://www.mnsv.co.jp 
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【Ｂ級コレクション】 

  
 他の人には価値があるとは思えないビールの王冠

等を大切に集める人のことを＜Ｂ級コレクタ＞と言う

そうです。 

 私共が取り扱っている業務用スピーカシステムも

機能本意に設計をされていて､その外見は大変無骨

なものとなっています。 

昔一般のお客様のお宅に＜Ａ７ ボイス･オブ･ザ･

シアタ(VOTT)＞をお届けしたことがあるのですが､そ

のご家庭の奥様は｢この汚らしいスピーカは何です

か！すぐ持って帰って下さい｣とおっしゃいました。ご

主人が少ない小遣いをやりくりしてやっと購入したの

に.... 

 業務用音響の仕事を永くされていて､過去に使った

音響機器を押し入れの中に集めている方を多く知っ

ていますが､家族の方々はその方にとって愛着があ

り､業界にとって大切な遺産を＜ゴミ＞としか理解し

ていない事例を多く見かけます。 

 このような貴重なコレクションを散逸させずに集め

ていく作業も業界として必要な時期に来ているので

はないでしょうか。 

 私が今ここに書いている＜サウンド与太噺＞も大

多数の方には興味がわかない＜Ｂ級読み物＞なの

かもしれません。  
 

 

【スピーカのジャンパ･ピン】 
  
スピーカドライバは低域だけでなく高域もマグネット

の磁界の中をコイルが通っており､基本的の振動し

やすい構造となっています。 

＜スピーカを移動させる場合＞や＜スピーカドライ

バのそばに大きなサウンドを出す音源がある場合＞

には､コーン紙やダイアフラムが無制限に動いてしま

い､時にはマグネットに当たったりすることによってユ

ニットを破壊してしまうこともあります。 

 シーリングスピーカなども施工をしてから引き渡し

をするまで､パワーを入れずに放っておくとコーン紙

が垂れ下がってきてしまうことがあります。 

 これらの損傷を防止するために､スピーカ端子間を

ショートする処置を施していた時期がありました。 

端子をショートしておけばコーン紙やダイアフラムが

余計な動きをしなくなります。このショートをするピン

を＜ジャンパ･ピン＞と呼んでいました。 

 スピーカシステムがマルチ駆動になったり､様々な

簡単に脱着が出きるコネクタが普及したりした結果､

スピーカをショート状態にしておく処理が複雑になり､

＜ジャンパ･ピン＞をつけることがなくなってしまった

ことは残念なことかもしれません。 

 ただし＜ジャンパ･ピン＞が付いているスピーカシ

ステム､スピーカユニットでは､パワーアンプをつない

で実際に使用するときには必ず＜ジャンパ･ピン＞

が抜けていることを確認して下さい。 

 ＜ジャンパ･ピン＞をつけたままではパワーアンプ

が間違いなくショートをしてしまいます。 
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【ＢＧＭとＦＧＭ】 
  
 空間における音響を分類する言葉として＜建築音

響(Architectual Acoustics)＞と＜電気音響(Electric

al Acoustics)＞が一般的に使われています。 

 アコースティック(Acoustic)という単語は元来＜電

気的増幅をして

いない音＞を

意味しています

ので､私は＜電

気音響(Electric

al Acoustics)＞という言葉を使わずに＜サウンドシ

ステム＞と言い表すようにしています。 

 ＜サウンドシステム＞といってもその中には様々な

種類のシステムが存在します。 

 ＜サウンドシステム＞が音響の主役となるのは､＜

サウンドシステム＞がないと全くイベントの内容を表

現できない＜コンサート･システム＞､＜シネマサウ

ンド･システム＞､＜ディスコテック･システム＞､＜ラ

イブハウス･システム＞､＜アナウンスメント･システ

ム＞等があり､このシステムは聞き手を楽しませると

いう意味を含めて＜エンタテイメント･システム＞と呼

ばれることもあります。 

 ＜サウンドシステム＞が目立たない黒子の役割を

するのは､＜スピーチシステム＞､＜バックグラウン

ド･ミュージックシステム(BGM)＞､＜パブリックアドレ

ス･システム＞等があります。このシステムは距離減

衰によって損なわれた音響エネルギを補強するとい

う意味で＜サウンドリンフォースメント･システム(SR)

＞と呼ばれています。 

 ＜ＳＲシステム＞は通常サウンドの表現力を要求

されないシステムとしてあまり注目されていませんが､

そのたどってきた歴史は長くかつ理論的奥行きは大

変深いものがあり､＜ＳＲシステム＞を良く理解して

いないと＜エンタテイメント･システム＞を取り扱う場

合にも問題が発生した場合の対応が満足にできな

いことが多くあります。 

 ＜バックグラウンド･ミュージックシステム(ＢＧＭ)＞

に対応するシステムとして＜フォアグラウンド･ミュー

ジックシステム(ＦＧＭ)＞という言葉があります。耳慣

れない言葉なのですが主役と黒子をわかりやすく分

類する言

葉として覚

えておくと

便利なの

ではない

でしょうか。 

 小さなピアノバーでピアノやボーカルの再生をする

目的で取り付けられたサウンドシステムが＜フォア

グラウンド･ミュージックシステム(ＦＧＭ)＞というのだ

そうです。＜バックグラウンド･ミュージックシステム

(ＢＧＭ)＞の様に黒子のごとく目立たない状態でサ

ウンドが流れているのではなく､小さな空間にもかか

わらずサウンドシステムがある故に雰囲気を盛り上

げるために用意されたシステムなのです。 

 ＜サウンドシステム＞を分類するもう一つの方法

があります。 

 ＜フィードバック(ハウリング)を発生するサウンドシ

ステム＞と＜フィードバック(ハウリング)を発生させな

いサウンドシステム＞の２種類です。 

 声が小さいので有名な方がいらっしゃいました。 

 テレビで座談会をする場合にははっきりと話を聞き

取ることが出きるのに講演会で話をする場合には音

量を上げることができないために全く話を聞き取れ

ないということがありました。 

 テレビのスタジオではスピーカを使って拡声をする

必要がないために＜フィードバック(ハウリング)＞が

発生しないのです。 

 サウンドシステムを使う環境でサウンドの出し方が

異なる最高の例です。 

 ＜サウンドシステム＞を設計するプロセスが全く異

なることは皆様おわかりのことと思います。  
 

【矛盾】 
  
 スピーカシステムを取り付けるスペースが小さいの

だが良いサウンドが出るスピーカシステムが欲しい

という矛盾だらけの要求が出てきます。 

 世の中にはシステムコントローラで制御をするコン

パクトなスピーカシステムが多く出ていますが､使用

しているホーンが小型であるため､＜９０度＞の水平

角度をカバーするのに＜公称６０度＞の指向角度を

持ったスピーカシステムが３台必要ということになり

ます。 

 結局＜９０度＞の指向角度を持った比較的大きな

スピーカシステムより大きな設置スペースが必要と

なりシステムを構成する費用も大きなものとなってし

まいます。 

 音速が＜秒速３４０ ﾒｰﾄﾙ＞という公理が変わらな

い限りスピーカシステムの大きさを変えることはでき

ないのです。  
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【５００ Hzと２､０００ Hz】 
  
  アコースタキャド(AcoustaCADD)のシミュレーショ

ンをするのに＜５００ Hz と２､０００ Hz＞での２パタ

ーンを提示しますが､この理由は何故なのでしょう

か。 

 ＜５００ Hz＞は男性の音声帯域の中心周波数だ

からということを言っている方がいらっしゃいました。 

 ＜２､０００ Hz＞は音声明瞭度に一番影響を与え

る周波数だからではないかという説があります。 

 どなたか本当の理由を教えて下さい。 

 
 

【巨人達が地球を闊歩していた頃】 
 

 

 

1938年 

MGMスタジオのレコーディングコンソールの前で撮影 

後列左がヒリアード氏､右がランシング氏 

前列左からベッシー氏、カーリントン氏、後になってアルテック

の社長を勤めたワード氏 

 

１９８９年３月２１日にカリフォルニア州サンタナに

ある自宅で＜ジョン･ヒリアード(John K.Hilliard)＞氏

が亡くなったというあわただしい訃報がたった今私達

の耳に入ってきました。 

 ヒリアード氏はJBLの創始者である＜ジェームス･ラ

ンシング＞氏と一緒に＜ダグラス･シラー＞氏のため

に作られた非常に初期のトーキー映画(talking pictu

res)に携わるために､カリフォルニア州カルバーシティ

にあった＜メトロ-ゴールドウィン･メーヤスタジオ(MG

M Metro-Goldwyn-Mayer Studios)＞に入りました。 

 ＭＧＭにいた１４年間に彼は映画のサウンド(スタジ

オ､劇場アコースティック､マイクロホン､光学録音､ラ

ウドスピーカ等々)に関するあらゆる面に貢献をして

きました。彼は＜映画芸術､映画科学の学会＞の研

究部会で熱心に活動をしました。 

 第二次世界大戦が始まると共に､ヒリアード氏はマ

サチューセッツ工科大学でレーダ開発をするために

マサチューセッツ州ケンブリッジに移りました。 

 １９４３年に＜ジョージ･カーリントン(Georgr Carring

ton)＞氏は彼と彼のＭＩＴの同僚である＜ポール･ベ

ネクレッセン(Paul Veneklasen)＞氏をこの大戦中に

ソナー機器を製造していたアルテック･ランシングに

雇い入れました。 

 ヒリアード氏はアルテック･ランシングで高度技術(A

dvanced engineering)担当の副社長でいました。 

 彼が直接陣頭指揮をして出来上がった機器は､＜

ボイス･オブ･ザ･シアタ(VOTT)ラウドスピーカ＞､＜

精密マイクロホン＞､＜核爆発衝撃波測定装置＞､

＜マクドネル･ダグラス社の航空機金属疲労音響試

験装置＞､＜ジャイアント･ボイス･システム(Giant Vo

ice)広域屋外音声警報システム用の超ハイパワーラ

ウドスピーカ＞そしてそれ以外の多大な面にわたり

ました。 

 １９４６年に彼はアルテック･ランシングにとって優雅

で素晴らしいシンボルとして＜マエストロ(Maestro)＞

を提案しました。今日もアルテック･ランシングではこ

のシンボルマークをカタログの巻頭等に使用してい

ます。 

 １９６０年にアルテック･ランシングを離れた後､彼は

＜テレコミュニケーション＞､＜地球物理学＞そして

それ以外の課題に取り組むＬＴＶ研究センターの役

員として迎え入れられました。新たな経歴を意味した

だけのＬＴＶを退職して､１９７６年に彼は音響コンサ

ルタント会社である＜ヒリアード＆ブリッケン(Hilliard 

& Bricken)社＞を創立しました。 この会社は＜建築

アコースティック＞､＜コミュニティ＞､＜産業で発生

する騒音制御＞を専門に取り扱いました。彼らはカリ

フォルニアにおける住宅地の騒音制御に関する法律

の創始者であり､タイムディレイ･スペクトロメトリを使

った非常に初期のコンサルタントでもありました。＜

ゴードン･ブリッケン(Gordon Bricken)＞氏がサンタナ

の市長として選出され政治的な経歴を歩み始めたた

め､会社はその名前を＜ヒリアード＆アソシエーツ(Hi

lliard & Associates)＞に変更しました。 

 ヒリアード氏は数年前にカリフォルニア州のオレン

ジ･カウントリ全体を見渡すことができる丘の上にあ

る家に引退しました。ここは＜ドン･デービス(Don Da
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vis)＞氏の著書である＜ラウドスピーカのエンクロー

ジャの作り方(How to Build Loudspeaker Enclosure

s)＞にも紹介されている彼の家の石造りの暖炉の中

に作り込まれた巨大なステレオ･ラウドスピーカを持

っていた場所でした。 

 彼はミネソタ州のセント･ポールにある＜ハムリン

大学(Hamline University)＞から物理学の学位を得

ました。そして＜ミネソタ大学(University of Minneso

ta)＞で電気工学の勉強を終了しました。 

 １９５１年に彼は＜ハリウッド大学(Hollywood Unive

rsity)＞から名誉博士号を授与されました。 

 ヒリアード氏は＜米国音響学会(Acoustical Societ

y of America)＞､＜音響技術学会(Audio Engineerin

g Society)＞､＜映画学会(the Society of Motion P

icture)＞､＜テレビ技術学会(Television Engineers)

＞そして＜電気と電子技術協会(Electrical and Elec

tronics Engineers)＞の会員でした。彼は＜Eta Kap

pa Nu＞のメンバーでした。 

 我々がヒリアード氏に１９９０年の１月と２月に開催

されるアルテック･ランシングの＜クリニックでの講演

＞に話をして欲しいと最後に連絡を取ったのは数カ

月前でした。彼は快く承諾をしてくれて＜ダイレクト･

ラジエータタイプのラウドスピーカ＞の設計について

幾つかの技術的な助言をしてくれました。 

彼の貢献は＜アルテック･ランシング＞､＜映画の

サウンド＞､＜サウンド工業界＞に対してでした。そ

してアコースティック技術を＜医学研究＞､＜聴覚生

化学＞､＜冶金＞､＜民間防衛＞､＜地質学＞､＜ソ

ナー＞､＜高速道路騒音＞そしてそれ以外の用途に

応用してきました。 

非常に多すぎて書き出すことができないほどです。

私達は技術上の問題点を直接かつ実際に解決する

ことができるたびに思い出します。そして彼が信じて

きたことについて声を大にして話をしてきたその意志

を常に思い出します。 

 

 アルテック･ランシングの社内報である＜マエストロ

(the Maestro):Spring 1989･Volume 3･Number 2＞

に書かれていたものです。 

同じ＜マエストロ SUMMER 1988･VOLUME2･NUM

BER3＞にはワード氏が1988年に開催された春季ク

リニックに参加された時の記事が出ています。 

 

 

ワード氏と談笑する当時のアルテック社長であるデーブ・メリ

ー氏と市場開発担当のテッド・アズル氏 

 

1968年にアルテック・ランシングの社長を退任され

たワード氏(Emeritus Alvis A.Ward)がウェスタンエレ

クトリックに1928年に参加されて60年が経つのをお

祝いするために開かれた夕食会で､ワード氏は次の

ようなスピーチをしました。 

今まで施工したパワーアンプについての内容だっ

たのですが､その大きさと重さは今の冷蔵庫ぐらいあ

ったそうです。それは当時使われていた電源が湿式

バッテリであったことに起因するものです。そのパワ

ーアンプは8ワットの出力しかありませんでしたが､60

年前には非常にハイパワーなものといわれていまし

た。 
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【dB SPL】 
  

 ＜dB＞というのはサウンドリンフォースメントの仕

事の中で､＜数量の比率＞を説明する場合に広く使

われている用語です。 

 ＜電力＞､＜電圧＞､＜電流＞､＜音圧(SPL)＞等

その類似の数値を＜dB＞を使って常に説明していま

す。 

 ＜dB＞で表された数値は常に何かに対する比率

を表しています。 

 ＜dB＞について完全に理解することがサウンド施

工者の必須条件となります。 

 ＜電圧比率と電流比率＞では単純に＜dB＞を使

います。 

 ＜音圧レベル比率＞では＜dB SPL＞を使います。

＜dBu＞と＜dBm＞という単位もある特定の意味を

持って使われます。 

 ＜dB＞と表示するためには単純に＜dB＞と表示を

するのではなく､何の比率を表示するのかということ

も記載しておかなくてはならないのです。 

 ＜dB＞と言っても様々な意味があることを覚えて

おいて下さい。 

 詳しくは＜TECHNICAL LETTER:ログとデシベル＞

を参照して下さい。  
  

【ペーパー･コンピュータ】 
  

 コンピュータやディバイス技術の発達で､音響計算

が驚くほど早く正確にできるようになりました。 

 ＜ペーパー･コンピュータ＞

というのは紙でできた音響計

算尺なのですが､ラウドスピ

ーカの能率にカーソルを合わ

せるとラウドスピーカに掛け

た電力によって得られる音圧

や､距離が離れた場所にいる

聞き手の位置での音圧を簡単に求めることができる

ようになっています。 

 アルテック･ランシングが出している＜ペーパー･コ

ンピュータ＞には＜INVERSE SQUARE LAW CALU

CULATOR(逆二

乗法則計算機)＞

という副題が付い

ており､現行の＜

ペーパー･コンピ

ュータ＞の裏面に

は＜バリインテン

スホーン＞のカバーエリアが計算できる機能まで付

いています。  
 

【クレームの効用】 
  
 解りきったことかもしれないが､一般的に｢クレーム｣

というのは製品そのものやそれを製造するメーカ､販

売をする販売店などに対して､製品の故障など何ら

かの理由によりお客様が腹を立てている状態を示し

ています。 

 私共がこういう言い方をすると怒られるかもしれな

いが､仕事をしているとお客様からのクレームはつき

ものです。私共のように機器そのものを扱っていると､

日常の修理やメンテナンス業務､技術者の確保と育

成､補修部品や機材の確保は会社の中でも非常に

重要なパートであり､クレームの発生を少なくしかつ

会社の信用を支えるためには不可欠なことなので

す。 

 一般の電気製品は､製造完了後一定期間補修部

品を保有すればよいことになってはいるが､プロ機器

の場合には補修部品がなくなったからといって､シス

テムの中でその部分だけをおいそれと新品と交換で

きないケースも多く､私共もなかなか｢もう寿命ですか

ら使うことはできません｣という言い方はできません。 

 私共の会社のパーツストックを見ると､中には４０年

前に既に製造中止となった製品の補修パーツまであ

る。 

 確かにスピーカやパワーアンプなどは条件さえよ

ければ半永久的に動き続けると思われるものもある

し､映画館のスクリーンの裏に設置されたスピーカシ

ステムなどは低域スピーカの半分がネズミに喰いち

ぎられてもサウンドを出しているものもあります。また

私共の古いカタログだけでしか見たことのない製品

が実際に修理品として持ち込まれることもあります。 

 製品を売る側から見れば｢末永くご愛用いただきた

い｣というのは一つの本音であります。長期にわたり

過酷な使用条件のプロの現場で大きなトラブルも起

こさずに使用され続けるというのは､その製品のステ

イタスを高める実績となり､自分の扱う商品に対する

自信にもなります。 

 過去に自分が販売をした機器が現在も元気で働い

ており､お客様もそれに満足をしていただいている現

状に出会うのは､仕事をしていて感じる喜びの一つで
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あります。 

 一方､商売をする立場としては当然新規の注文が

欲しいわけで､もう一つの本音は｢こいつ､もういい加

減に往生してくれないかな｣ということにもなります。 

 部品や素材の進歩によって現在の音響機器は性

能面だけではなく信頼性の面でも１０年前､２０年前

に比べて進歩して壊れ難くなってきているのは事実

です。チタンや炭素繊維等の新素材に限らず､スピ

ーカの振動計を組み立てる際に使用される接着剤

の改良一つを取ってみても､スピーカの耐久性を向

上させるために非常に大きな役割を果たしているの

です。 

 しかし＜機械＞であることには変わりがなく､そっけ

ない言い方をすれば｢形あるものはいつか壊れて当

たり前｣の状態は変わっていない。 

 プロオーディオ機器は定格の限界を超えた場合の

安全性を高めるために､民生用の機器よりも大きな

余裕度(ヘッドルーム)を持たせたり機器自身や接続

される他の機器を保護するための回路を備えたりし

ていることが多いが､もう一方では{故障をする}ことも

前提に設計されなくてはならない。 

 ＜電子回路のモデュール化＞や､＜二重電源供給

＞､＜スピーカ振動板のアッセンブリ化＞など故障を

起こしたとしても迅速に復帰できる構造が必要であ

る。 

 この会社働き始めて間もなくある先輩から｢クレー

ムは最大の営業チャンス｣と教わった。新人として働

き始めた頃はカンカンに怒っているお客様のクレー

ムに対応をするのはとても気の重い仕事でした。し

かしお客様に現状を理解していただき､最善の方法

で迅速に対処するためには結局その製品にとって＜

都合の悪い＞ことであっても本当のことをお話しして

納得していただくしかないという局面を少なからず体

験した結果､一度クレームを処理したお客様との関

係はそれ以前と比べて本音でなんでも言える良い関

係が築け､その結果それ以前よりもスムーズな商売

ができると言うことが解りました。 

 自分の立場で考えても＜クレームを出す＞という

状態はなす術もなく本当に困っている状況であり､相

手先の担当者に対してついきつい言葉で電話をして

しまったりするが､やはりメーカからのヘルプを本当

に必要としているときなのです。 

 クレームにならないケース､通常通りの修理と事務

処理だけがおこなわれる場合には､お客様の意志や

苦情が正確にメーカに対して伝わらないこともありま

す。 

 時にはお客様はその製品を見限ってしまう場合も

あります。 

 これはメーカにとってはクレームよりもこわい話に

なります。 

 クレームをつけることによって､メーカとユーザ間の

意思疎通は間違いなく活性化され､やがて協力関係

が出来上がってくるのです。 

 このような関係はお互いにとって日々の仕事を助

ける財産となることでしょう。 

                            [牧田 滋夫 著]  
 

 

【レベル･フロウチャート】 
  
 サウンドシステムの設計ならびに施工が終わって

しまった後で､サウンドシ

ステム全体のノイズが多

いので何とか対策ができ

ないかという話をよく聞き

ます。 

 このような問題が発生

することをあらかじめ予

測するために＜レベル･

フロウチャート＞という考

え方があります。 

 ミキシングコンソールの

入力と出力の間のレベ

ル変化をフロウチャート

にしてカタログに掲載しているメーカもありますが､ほ

とんどの資料では見たこともありません。 

 サウンドシステムの＜S/N値＞を最良の条件に設

定するには､ラウドスピーカ

からシステムの逆向きにレ

ベルの流れを書いていき､

パワーアンプ､プロセッシン

グ機器､ミキシングコンソー

ルのレベルを決定していけ

ばよいのです。 

 アルテック･ランシングは

＜レベル･フうロチャート＞

を記入していくことができる

製図用紙まで用意していま

した。 

 詳細については弊社サウ

ンドシステム資料集内の＜サウンドシステムに必要

な設備､その基本的な考え方＞を参照して下さい。  
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【リアメンテ】 
  
 サウンドシステムでラウドスピーカを使う場合に検

討を加える要素として＜十分な音圧を確保できるの

か＞､＜聞き手全体に均等な音圧をサービスできる

のか＞､＜明瞭度を確保できるのか＞という項目が

ありますが､もう一つ大事なことはラウドスピーカが

壊れた場合に迅速かつ楽にメンテナンスができるの

かということについても考えておかなくてはなりませ

ん。 

 特にプロセニアムスピーカシステムに使われてい

るラウドスピーカは､キャットウォークの前に取り付け

られていることが多く､メンテナンスをウラドスピーカ

の後方からおこなわなくてはならないことが多いので

はないでしょうか。 

 従ってラウドスピーカの後方からメンテナンスでき

る＜リアメンテ＞の構造になっている製品を使った

ほうが保守性能に勝っているといえるのです。 

 アルテック･ランシングの一部の製品を除いて固定

設備で使う場合の保守作業を考慮して＜リアメンテ

＞に対応できる構造となっています。 

 
 

【アカデミー特性】 
  
島田 保氏からのお手紙 

 

 映画の歴史の中で一つの重要な出来事がありま

す。 

 それは＜映画サウンドの録音時と再生時の周波数

特性を規

定した＞

ことです 

 現在は

＜ＩＳＯ ２

９６９  屋

内劇場の

電気音響

特性＞と

いう規格に基づいて録音特性と再生特性が決めら

れています。 

 １９３６年各製造会社によって製造されているシア

ターサウンドシステムを調べ､電気特性規格(音響特

性ではありません)を作ることを始めました。その調

査の基準となる＜シアターサウンドフィルム＞と＜周

波数フィルム＞が作られました。 

 このフィルムを持ってアメリカ国内の主な劇場を調

査し､１９３８年に推賞規格を発表しました。その後も

調査を続け､１９４８年に＜Motion Picture Research

 Council Inc.＞から＜Technical Bulletin:技術公報

＞が発行されています。 

 これが通常＜アカデミーカーブ＞と呼ばれているも

のです。  
 

 参考までにこの時調査されたスピーカシステムの概要を書いておきます。 

            ここに記載している最大入力は当時の素材を使用したデータです。 

(資料提供 島田 保氏､佐々木 氏) 

 

アルテック･ランシング(電磁石型) １９４８年２月に完成 

 

 高域ユニット 低域ユニット 最大入力 

Model 75w5 2x287 4x415 75 W 

Model 30w5 1x287 2x415 30 W 
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アルテック･ランシング ボイスオブシアタ･システム １９４８年２月に完成 

 

 高域ユニット 低域ユニット 最大入力 

Model A-1-X 4x288 6x515 160 W 

Model A-1 2x288 6x515 80 W 

Model A-2-X 4x288 4x515 120 W 

Model A-2 2x288 4x515 80 W 

Model A-4-X 2x288 2x515 60 W 

Model A-4 1x288 2x515 40 W 

Model A-5 1x288 1x515 30 W 

 

 
 

シンプレックス･フォスターシステム １９４８年２月に完成 

 

 高域ユニット 低域ユニット 最大入力 

Model Type A 1xLU-1000 1xLU-1004 20 W 

Model Type B 2xLU-1000 2xLU-1004 40 W 

Model Type C 2xLU-1011 2xLU-1010 60 W 
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当時の映画館の工事風景 → 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＲＣＡシステム(電磁石型) １９４８年２月に完成 

 

 高域ユニット 低域ユニット 最大入力 

Model PG-91 2xMI-1428B 2XMI-1432 30 W 

Model PG-92 2xMI-1428B 4xMI-1432 50 W 

Model PG-117 2xMI-1443 2xMI-1444 30 W 

Model PG-118 2xMI-1443 4xMi-1444 50 W 

 

ＲＣＡシステム(永久磁石型) １９４８年２月に完成 

 

 高域ユニット 低域ユニット 最大入力 

Model PG-240 2xMI-9448 2xMI-9449 30 W 

Model PG-244 2xMI-9448 4xMI-9449 60 W 

Model PG-246 4xMI-9448 4xMI-9449 120 W 

 

ウェスタン･エレクトリック･ミラフォニックシステム １９４８年２月に完成 

 

 高域ユニット 低域ユニット 最大入力 

Model M-1 2x594A 4xTA-4181A 50 W 

Model M-2 2x594A 4xTA-4181A 50 W 

Model M-3 1x594A 2xTA-4181A 25 W 

Model M-4 2x594A 2xTA-4181A 50 W 
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ミラーフォニック･システムの写真。 

マルチセルラホーンについては後で説明。 

ウーハが剥き出しで付いていることが分かる。 
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【ＬＰレコードの回転数】 
  
 ＬＰレコードの回転数は＜33-1/3 rpm＞と決まって

います。この回転数に決められた経緯は以下の通り

です。 

 映画のサウンドクォリティを改善していく努力の中

で､フィルムに同期させてレコードをかけるという試み

がなされたことがあります。 

 この方式を＜フォトフォン＞と呼ぶのですが､この

際にフィルムと同期を取るために決められた回転数

が＜33-1/3 rmp＞なのです。 

 ＜フォトフォン＞ではレコードを内側からかけて外

側で終わることになっていました。ＣＤの方式と同じ

であることに興味を感じます。 

 

 与太の会会員

の島田 保氏か

らのお話 

 

 映画サウンドと

レコード円盤 

 

  

← バイタフォン方

式の映写機 

 

１９２７年にワ

ーナー映画＜ジ

ャズシンガー＞で採用された方式は､＜バイタフォン

方式＞と呼ばれています。 

 これ以前には､エジソンが発明をしたシリンダー式

録音機を使用して＜キネトフォン＞と呼ばれていまし

た。 

 その他に＜クロノフォン＞､＜バイオフォン＞､＜カ

メラフォン＞､＜シネフォン＞等と呼ばれるものがあ

ったようです。 

 いずれにしましても＜シリンダー方式＞では量産

が難しいので､１９２３年にベル研究所において＜エ

レクトロ･マグネチックディスクカッター＞が発明され､

これを使用して＜バイタフォン＞が完成しました。 

 ＜シリンダー方式＞､＜円盤方式＞のいずれもフィ

ルムをかけた映写機と同期を取ることが大変な作業

で､機械的に連結されていたようです。 

 しかしサウンドボックス方式の場合､再生機をステ

ージフロントに置くことになります。(この頃はまだサ

ウンドスクリーンはありませんでした) 

 映写された画面を見ながら同期をとったようですが､

大変であったことと思います。 

 ＜バイタフォン方式＞の場合は＜ＷＥ-４Ａオイル

ダンプ･ピックアップ＞が完成していましたが､やはり

同期をとるのは大変な作業であったようです。 

 もちろん＜真空管＞､＜増幅器＞､＜スピーカシス

テム＞は全てそろっていました。 

 

33-1/3回転の元になった同期システム 

 

 円盤の回転速度ですが､＜33 1/3 r.p.m＞に決め

られたのは､映写機と機械的に接続をするにはこの

時期の標準であった＜78 r.p.m＞では早すぎて様々

な問題があったこと､そして１巻分のフィルムの長さ

に対応できること等が考慮されて決められました。 

 この回転数が決められたときに映写機のコマ送り

速度が＜２４ コマ/秒＞に決められました。円盤は

＜１２ インチ＞と＜１６ インチ＞の２種類が用意さ

れフィルムの長さに対応されて使われました。 

 円盤再生機には＜サウンドボックス方式＞と＜マ

グネチック･ピックアップ方式＞の２種類が使われた

ようです。 

 博物館で展示されていたものを見たことがあります

が､両方の方式のものが展示されていました。 

 またトーンアームは＜１６ インチ円盤＞に対応す

るためか､長いアームが使用されていました。 

 ＜１６ インチの円盤＞を使用すると＜３０分近く＞
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の録音ができることになりますが､このような長い時

間にわたって再生をする再生針はどのようなものだ

ったのでしょうか？ 

 再生針の磨耗と音質の問題を解決する一つの手

段として円盤の内側から外側に向かって再生をする

方法がとられていましたが､＜３０分以上＞の再生を

するのは無理であると思います。 

 再生針も特殊なものを使用したと聞いていますが､

円盤も＜２０回＞の使用が限界で､使用する度に円

盤にマークをするようになっています。 

 この翌年の１９２８年には現在使われているような

光学式録音機が＜ＲＣＡフォトフォン社＞によって､

続いて＜ウェスタン･エレクトリック社(ERPI)＞によっ

て開発され完成されました。 

 その結果上映用フィルムの製作ができるようになり､

順次光学方式に変わっていきます。 

 それ以前にあった光学録音機は＜SOUND ON FI

LM 方式＞ではありませんでした。過渡期には光学

録音されたものを円盤に変換し､両方が使われてい

ました。   
 

【ＬＰレコード】 
 

  

← 円盤型蓄音

機 

 

円盤型の再生

装置が出てき

て一番のネッ

クは演奏時間

の短さでした。 

 

 

← ダブル・ディスク・

レコード 

 

７８回転のレコード

も始めは垂直方向に

カッティングされてい

たために、盤が厚い

にもかか

わ ら ず

片面にし

かカッテ

ィングが

されてい

ませんでした。 

 カッティングが水平方向にできるように

なると､盤の両面に溝が彫られダブル・

ディスク・レコー

ドという名前で

広告がされまし

た。 

 この項目は写

真がいっぱいあ

るので少しゆっ

たりとスペース

をとりましょう。 

 

 次にＬＰレコー

ドが出たことは

再生の歴史にと

って画期的なこ

とでした。音質

の向上だけでは

なく､長い時間音楽を楽しむことができたのです。上

の写真は脇においてあるＳＰレコードの内容が手に

持っているＬＰと同じだ

というコマーシャルで

す。 

 

左の写真はLPレコード

のカッティング風景で

す。 
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【ソノシート】 
  
 ソノシートというものがあったことを知っている方は

少ないかもしれません。レコードよりは貧弱なもので

したが､雑誌の付録に付いていたり､＜アサヒソノラマ

＞などという週刊誌(月刊誌だったかもしれません)も

発行されていたり､安く手軽に手にはいるために子供

心にも楽しみだった頃がありました。 

 ソノシートは＜33 1/3 回転＞で使うようになってい

ましたが､＜１６ 回転＞で聞くことができる製品もあ

ったようです。 

 実際に現物は見たことはないのですがどなたかそ

の点に詳しい方はいらっしゃいませんでしょうか。 

  

 八幡 泰彦氏から次のような話がありました。 

 ＜１６ 回転＞のレコードは､車で音楽を聴くために

開発されたとのことです。 

 今のカーステレオの始めなのですが､レコード盤の

大きさは現在のＣＤ位の大きさであったとのことでし

た。 

 結果は大変惨めなもので車の振動で針飛びを起こ

し､音楽再生ができる状態ではありませんでした。 

  

 ＜１６ 回転＞というのはレコードを再生するのにモ

ータが出せる最低回転数であったようです。 

 モータは高速で一定回転数を出すのは簡単なので

すが､回転数が低くなると歪み等が目立ってしまいま

す。  
 

【スタンダード(規格)】 
  
 最近国際規格として＜ＩＳＯ９０００＞が注目されて

います。製造各社が争って＜ＩＳＯ９０００＞の導入を

進めています。 

 製造会社間の製品を比較する上で＜スタンダード

(規格)＞の設定は欠くことができない作業であり､明

確な＜スタンダード(規格)＞を持っていない業界は

社会的認知度も低いと言わざるを得ません。 

 我々が日々の仕事としている＜サウンドシステム

＞には明確な＜スタンダード(規格)＞が存在してい

るのでしょうか？この質問には否定的な見解しか述

べることができません。 様々な音響機器を製造して

いる会社が立派な製品カタログを作り､その性能を

表示していますが､性能を測定した条件を明記して

いるカタログはほとんどありません。 

 このような状況の下ではお互いの製品の性能比較

をするのは無意味だと思われます。 

 製品が持っている性能のほんの一部分しか使うこ

とのない家庭用音響機器では＜スタンダード(規格)

＞については機器の使用上の安全性を優先的に考

えればよいのですが､製品が持っている性能を最大

限に使わなくてはならない業務用音響機器では製品

がどこまで使えるかを＜スタンダード(規格)＞として

表示しておく必要があります。 

 ＜サウンドシステム＞の用途によっても＜スタンダ

ード(規格)＞は変わってくると思います。大きなパワ

ーを出すけれども２-３時間で終わってしまうコンサ

ート用スピーカシステムよりも､四六時中サウンドを

出す必要のある＜バックグラウンド･ミュージックシス

テム(BGM)＞や＜マスキングノイズ･システム＞に使

うスピーカシステムの方が過酷な使用条件になるこ

とがあります。 

 ＜サウンドシステム＞に携わる人間の社会的地位

を向上させるためにも＜スタンダード(規格)＞につい

てもっと前向きに考えるべきなのではないでしょう

か。 

 ＜定格入力＞とか＜許容入力＞とかが一人歩きし

ていますが､測定法を変えればどのような大きな数

値にもなるのです。 

 ＜3 dB＞能率が高いスピーカがあれば＜1/2＞の

定格入力のスピーカと同じ出力を得られるのです。１

００㍗の許容入力を持っていて能率が９０dBしかな

いラウドスピーカよりも５０ワットの入力でも９５dBの

能率を持っているラウドスピーカのほうが大きな出力

を出すことができるということを分かっておいてくださ

い。 

 相手に説明するためには、しっかりとした規格を掴

んでいることが大事なのです。ものの一面だけを見

ているととんでもないことになります。特に大きな空

間では規格を見る目を養うことも必要となります。 

 数値の大きさよりもどのような条件でその数値が得

られたかということを明記するのが正当手段ではな

いでしょうか。  
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【スピーカシステムが１本しかなかったら】 
  
 手元にスピーカシステ

ムが１本しかない場合に

は､観客に対してサービ

スをするのか､それともア

ーティストに対してモニタ

ーとして返してあげるの

か....... 

 こんな禅問答のような

話がサウンドシステムを

プランニングする人々の

間で交わされてきました。 

 サウンドオペレータであれ

ば即座に｢アーティストにモ

ニターとして返すのさ｣と回

答することでしょう。 

 アーティストがのってくれ

れば観客にサウンドをサー

ビスしなくても十分にサウン

ドが聞こえてくるほどの音が

出てくるという結論です。  
  

 

 

【イントレ】 
 

トーキーが始まったころの撮影風景

→ 

 

 １９１６年、映画の父と呼ばれ

るグリフィスが撮影した“イントレ

ランス”という映画撮影の際に、下

に車輪がついたやぐらの上にカメラ

を載せて俯瞰撮影をおこなった。 

 それからこのやぐらのことを“イン

トレ”と呼ぶようになったとの事です。

 

 

 

 

 

 

【日本におけるアルテック･ランシングの代理店】 
  
 アルテック･ランシングの日本における代理店は戦

後５回ほど変

わっているとの

ことですがはっ

きりとは分かり

ません。 

 １９５５年２月

号における電

波科学の広告

には＜関商事

株式会社＞と

いう会社が＜Ｍ２１Ｂマイクロホン(真空管式コンデン

サーマイク)＞の広告を掲載しています。 

 関商事株式会社は現在測定器の販売をしていると

のことです。 

 その後この会社がどのような盛衰をしたかはよく分

かりませんが､業務市場に対応する代理店として､＜

(株)ニチオン＞､＜坂田商会＞､＜ヤマハ(株)＞､＜

(株)エレクトリ＞そして１９８７年から＜(株)マークフォ

ーオーディオジャパン＞と引き継いでいます。 

 （株）マークフォーオーディオジャパンは（株）イーブ

イアイオーディジャパンに社名変更しています。  
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【マエストロ】 
  

 アルテック･ランシングの資料の 巻

頭を飾っている指揮者の形をしたマークを私共は＜

マエストロ＞と呼んで

います。 

色々な形がありま

す。 

 ＜巨人達が地球を闊歩していた頃＞に登場した＜

ジョン･ヒリアード＞氏が考えてくれたのですが､有名

な指揮者の＜トスカニーニ＞氏をイメージして作られ

たという説がありますが､今となっては誰も分かりま

せん。 

 非常に上品なマークで､これからもアルテック･ラン

シングがある限り長い間使われていくものと思われ

ます。 

 

 

【パンケーキ】 
  

 
 

755Aの写真 

  

でき立てのパンケーキにバターをのせ蜂蜜をいっぱ

いかけて食べるとおいしいものです。 

 アルテック･ランシングの＜７５５Ｅ 8 インチ ラウド

スピーカ＞が＜パンケーキと呼ばれていました。昔

のカタログを見るとはっきりと＜パンケーキ(PANCAK

E)＞と書かれています。 

 奥行きがわずか＜2-1/4 インチ(約57 ﾐﾘ)＞しかな

いためにその形がパンケーキに見えたところから名

付けられたものと思います。 

 ←755Eの写真 

 

ＪＢＬの＜ＬＥ８Ｔ＞と肩を並べた評価を得ていて､

琴の演奏で＜絹弦とナイロン弦の違いが分かるラウ

ドスピーカ＞と言われていました。 

 最近古いパンケーキを手に入れて聞いています。 

 まだ食中毒にはなっていませんがこのサウンドの

魅力に改めて惚れこんでいます。 

 どこかでパンケーキを使っている方でご用が済ん

だ方は是非とも私宛に一方下さい。 

 最近パンケーキを使っているという方が多くいらっ

しゃることがわかりました。  
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【鉄仮面】 
  
 アルテック･ランシングは＜スピーカ＞だけではなく､

＜マイクロホン＞､＜ミキシングコンソール＞､＜プロ

セッサ＞､＜パワーアンプ＞までの製造をしている総

合業務用音

響メーカで

す。 

  

← 639 

 

アルテッ

ク･ランシン

グのマイク

ロホンの中

で一世を風靡した＜６３９Ａ/Ｂ マイクロホン＞はそ

の姿形から＜鉄仮面＞と呼ばれていました。 

 ＜６３９Ａ/Ｂ マイクロホン＞は＜ダイナミック･コイ

ルタイプのプレッシャ･エレメント＞と＜リボンタイプの

ベロシティ･エレメント＞の組み合わせとなっており､

両方が等しい信号を出すことができました。 

 指向性パターンも６種類を切り替えができました。 

 ＜６３９Ａ/Ｂ マイクロホン＞の信号を取り出すコネ

クタは今ではもう使われていない＜４２２ コネクタ＞

が使われていました。 

 

← 1142 

 

 ３年前

＜６３９Ａ

/Ｂ マイ

クロホン

＞を修理

して欲し

いという

依 頼 が

あってアルテック･ランシングに送ったところ新品同様

のサウンドとなって戻ってきました。 

 昨年同じ依頼があってアルテック･ランシングに問

い合わせをしたのですが､修理ができる方が年をとっ

てしまいもう対応ができないとの連絡がありました。 

 大変残念なことですが､今まで修理ができたという

ことも驚きの一つです。 

 ウェスタンでの型番は1142と呼ばれており、出力ト

ランスが違っていたとの事です。 

 古い写真でビートルズが６３９を使ってインタビュー

を受けている写真が残っていますし、ケネディー大

統領の就任演説にも６３９が使われています。  
 

【ゲームセンタ】 
 

 様々なゲームセンタがあ

ちこちにありますが、目新

しいものに飛びつくという

のはいつの時代も同じよう

です。 

 映画の始めも箱の中に

入っているめくり絵を見る

というもので、オリエンタル

ランドとかで見ることがで

きますが、蓄音機が発明

されたときも一度に多くの

人が聞くことを目的とする

場所ができました。 

 左の写真は、一度に多

くの人が聞くことができる

ように、イヤホンがたくさ

んついています。 

 ちなみに１回の料金は5

セントだったそうです。 

 

 



 

サウンド与太噺 

18 

 

【水中のサウンド】 
  
 シンクロナイズド･スイミングが一般的になり､高等

学校のプールでも水中スピーカを標準装備すること

が多くなってきています。 

 

水中スピーカ UW-30 → 

 

 マークフォーオーディオの傘下の会

社であるＵＳＩでも昔から＜ＵＷ３０ 

水中スピーカ＞を販売しており､アメリ

カ体育協会の認定商品となっていま

す。 

 潜水艦のソナー研究を目的とした

無響水槽があるのですが､軍需機密

のため周波数測定ができません。Ｕ

ＳＩでも正式な風波数測定はしていません。 

 私がプールに水中マイクロホンを入れて測定した

限りではかなり広い帯域が再生されてはいるのです

が､実際にプールの中に入ってサウンドを聞くとクリ

スタル･イヤホンで聞いているようなシャカシャカとし

た高い周波数帯域しか聞こえません。耳道の中の空

気が水で圧縮されるために低い周波数帯域が聞こ

えないのだと考えます。 

 しかし＜ＵＷ３０ 水中スピーカ＞を体に抱くと低い

周波数まで聞こえるのは骨格を通じてサウンドが聞

こえるからでしょう。 

 最近は＜ＵＷ３０ 水

中スピーカ＞は本来の

目的以外の使い方がな

されています。 

 例えば＜養殖魚に対

する給餌装置＞､これは

従来の生け簀を使った

魚の養殖ではなく､大き

な湾を締め切って大規

模養殖をするものです。

時間がくると魚が好きな

信号を＜ＵＷ３０ 水中スピーカ＞から出して魚を呼

び集めるというシステムにも使われています。 

 酒､味噌､醤油の醸造にも＜ＵＷ３０ 水中スピーカ

＞が使われています。貯蔵タンクの中にラウドスピ

ーカを入れて四六時中サウンドを出して微妙な振動

を与えると醸造時間を短縮できるそうです。 

 まだまだ＜ＵＷ３０ 水中スピーカ＞の用途は広が

りそうです。  
 

【アルニコとフェライト】 
  

  

← アルニコ

マグネットの 

６０４-８Ｈ 

 

ラ ウ ドス

ピーカのマ

グネットは

音響信号を

サウンドに変える大きな働きをします。ベトナム戦争

の最盛期に軍事物資であるコバルトの値段が高騰し

て､コスト的にラウドスピーカのマグネットとして＜ア

ルニコ＞を使うことができなくなりました。その代替

え？として＜フェライト･マグネット＞が使われたので

すが､ラウドスピーカの音質が悪くなると言って一時

＜民生オーディオ市場＞が冷め切ってしまったこと

があります。 

 

フェライトマグネッ

トの６０４-８Ｋ → 

 

 確かに＜フェ

ライト＞の転換

時にサウンドの

イメージを崩し

てしまったメーカも幾つかありますが､一般の方が大

騒ぎをするほど性能が変わってしまったとは思いま

せん。 

 なにしろラウドスピーカに永久磁石が使われ始め

た時代には､全て＜フェライト･マグネット＞が使われ

ており､その後安い磁性体材料として＜アルニコ･マ

グネット＞に変わっていったのですから.....  
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【マグネットの形状】 
  

← 四角いマグネットがついて

いる４０９Ｂ 

 

 アルテック･ランシングの

＜４０９Ｂ フルレンジスピ

ーカ＞をお客様からいた

だきました。 

 かなり古いスピーカだっ

たのですが､驚いたことにマグネットが四角形をして

いたのです。 

 以前＜７５５Ａ パンケーキ＞のマグネットに四角形

をしていたものがあったのは知っていますが､現実に

見たのは初めてでした。 

 フェライトを円形に作るのが難しかったために四角

形になったのだろうかと推測をしてみますが､本当の

所はわかりません。 

 どなたか教えていただければ幸いです。 

 
  

【スピーカの端子(極性の問題)】 
  
 ウェスタン･エレクトリックの時代には､コンプレッショ

ン･ドライバの端子は＜Ｌ１,Ｌ２＞と表示されていまし

た。 

 ＜端子Ｌ１＞はマグネット内部で一番遠いボイスコ

イルの巻端に行っていました。 

 しかし＜端子Ｌ２＞はマグネット外側のボイスコイ

ルの最終巻端に行っていました。 

 そして＜Ｌ１＞に＜＋電圧＞かけた場合には､ボイ

スコイルをギャップの外側に押し出しマグネットから

遠ざける方向に向かわせました。 

 ペーパーコーンである低域ドライバでは､マグネット

とギャップはコーン紙の後ろ側にあります。ボイスコ

イルをマグネットの外側に押すことによって､圧縮波

を作りながらスピーカ･エンクロージャの前にいる聞

き手の方向にそれを押し出します。 

 高域を再生するコンプレッション･ドライバでは､ア

ルミニウム製のドーム型ダイアフラムはマグネットの

後ろにあり､音は実際にマグネット内部の穴を通って

動いています。これらのドライバのマグネットの外側

の方向にボイスコイルを押すと､希薄波を作りながら

ホーンの前にいる聞き手から離れる方向に動きま

す。 

 もっと古い時代の高域そして低域のドライバの＜Ｌ

１＞と＜Ｌ２＞における電気的極性は､それ故同じ＜

運動極性＞を作りますが､聞き手の位置において逆

の音響特性を作ることになるでしょう。 

 それをどのように解釈をして使うかは＜Ｌ１,Ｌ２＞と

マークされている端子を持つコンポーネントを使用し

ている全ての人々によって選択されるべきでしょう。 

 アルテック･ランシングはウェスタン･エレクトリック

からこの配列を受け継ぎ､その考え方を変え始めた

のは１９６０年代の後半になってからでした。 

 その時点ではアルテック･ランシングは一つの端子

を赤にマーキングし始めました。それは赤い端子に

＜＋電圧＞をかけると聞き手の方向に圧縮波を常

に作り出すようにしたことです。この変換が進む過渡

期の数年間は端子を赤と黒に色づけするのと同時

に＜Ｌ１､Ｌ２＞とマークが打たれていました。 

 今日このシステムにおけるアルテック･ランシング

の任務は､サウンド･リンフォースメントで使用される

コンポーネントの仕様書のためにＡＥＳ(Audio Engin

eering Society)の新基準をまとめることです。AES R

ECOMMENDED PRACTICEの項目＜2.1.5(高域ドラ

イバ用)＞と項目＜4.1.5(低域ドライバ用)＞では次の

ように定義されています。 

 

 電気的端子､色づけによる分類､機器の極性の表記。
標準の実行にあたっては､端子は赤と黒にし､赤端子に

＜＋電圧＞をかけるときその外側に正方向の圧力を

発生するようにすること。 

 

 私達はオーディオシステムの極性をあまり重要で

ないと考えてきました。スピーカシステムが同じ適切

な音響極性となっていればよいのではないかと考え

ていたのです。 

 しかし今日全てのスピーカの極性を反転することで

システムの聴感を変えるという､全く違った高度な判

別力のある聞き方でサウンドを評価するようになって

きました。極性を変えると瞬時にサウンドが変化した

ことがわかりますが､その評価は漠然としており言葉

で説明することはできません。多くの聞き手は一つ

の極性を他に転換することによる強烈な印象を言葉

で表すことでしょう。 

 何故そうなるのでしょうか？自然界では多くの衝撃

的なサウンドが圧縮波なのです。鉄砲の発射音､シ

ンバルの叩き音､その他。長く続いている話では､付

加的子音＜t,p,b＞と擦過子音＜f,s＞は､唇と舌を通

って吐き出す空気によって作り出されます。耳を通

過する全てのサウンドは空気の瞬間的な希薄化圧

縮のどちらかを聞いているということで､後者の自然

さを好むことが多いのです。 
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 長い時間にわたって高度な聞き方をするスピーカ

の使用者は､全体のシステムで極性を反転して聞く

テストが有効であることに気づくことでしょう。 

 
 

【スピーカシステムのマルチ駆動はいつ頃から始まったのか】 
 

ディバイディング･ネットワークを使わずにマルチ駆

動をする試みは１９３３年に既に始まっていました。 

  マルチ駆動にすることにより高域と低域のスペクト

ラムを個別に駆動することになるため､ラウドスピー

カの内部変調を極端に減らすことができます。 

 これはパッシブタイプのネットワークが悪いといって

いるわけではなく､より安いコストでサウンドシステム

を組めるということです。 

 現にアルテック･ランシングの６０４シリーズを使っ

た製品としてオーディオテクニックス社の＜ビッグ･レ

ッド(BIG RED) システム＞､ウーレイ社の＜タイム･

アライン(TIME ALIGN)システム＞はネットワークに

空芯コイルを使うなどかなり手の込んだ仕上げのネ

ットワークを使用しており､アルテック･ランシングのオ

リジナル製品とはまた別の好評を博していました。 

 アルテック･ランシングでも１台のパワーアンプにク

ロスオーバ周波数を変更できる＜チャンネルディバ

イダ＞と低域と高域の＜パワーアンプ＞を備えた製

品が幾つか販売されていました。 

 

← 最初のスピーカ組込み型バイアンプの７７０Ｂ 低域が５０

㍗､高域は３０㍗の出力。500,800,1500Ｈｚの周波数切り替え

ができた。 

 

 スピーカシステムの中に組み込み可能な＜１２２４

 バイアンプ＞､＜１００ ﾜｯﾄ＞の低域用パワーアン

プと＜５０ ﾜｯﾄ＞の高域用パワーアンプが入ってラッ

クに組み込める＜１６０９Ａ バイアンプ＞の２種類で

す。 

 ミキシングコンソールの出力にチャンネルディバイ

ダを組み込んだ【１２２０ＡＣ】のような製品もありまし

た。 

 今はその上に低域と高域用の電源が別々になって

いる製品もあります。 

 現在はフィルタ特性やカーブを自由に変えられる＜

デジタル･チャンネルディバイダ＞が主流となりつつ

あり､アルテック･ランシングでも＜ＤＴＳ スピーカシ

ステム＞を使う場合にパラメータ設定の必要がない

＜４０２４Ａ デジタル･プロセッサ＞が発売されまし

た。 

 あるホールにおいてネットワークで使われていた＜

Ａ７ スピーカシステム＞を＜４０２４Ａ デジタル･プロ

セッサ＞を使ってマルチ駆動をしたらサウンドが見違

えるように変わったという報告も来ています。 

 ６０４についても同じ事が言われています。ぜひお

試しを！  
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【マルチ駆動事始】 
 

 アルテックに９０２５という製品がありました。９０２５

-1が５００Ｈｚ，９０２５-２

が８００Ｈｚのクロスオー

バ周波数を持っていまし

た。 

入出力とも６００オーム

の結線をしなくてはいけ

なかったのですが、電源

もいらないことと、マルチ

駆動をしたときのサウン

ドの素晴らしさで魅了されたものでした。 

パワーアンプが２チャン

ネル必要であったので、そ

の頃はパワーアンプの値段

が今よりも高価であったた

めに、システム価格が安か

った当時のシステムには使

えなかったことが悔やまれ

ます。 

 

 

 

 

【１２２０ＡＣ ミキサ】 
  
 この前の文章で＜１２２０ＡＣ ミキサ＞のことを書

いたら様々な方々から＜１２２０ＡＣ ミキサ＞にまつ

わる思い出を語ってもらいま

した。 

 まず１０本のマイクロホン入

力。 

 バーティカルフェーダでトリ

ムボリュームはついておらず

マイクロホン入力のみ。今か

ら考えると使い勝手の悪いミ

キシングコンソールです。 

 モニター回路は＜Ａ､Ｂ＞切

り替え。 

 イコライザは＜100 Hz＞と

＜10 KHz＞の２バンド。 

 スプリングリバーブが内蔵されており､移動するとき

はロックを忘れると壊れてしまうし､オペレーション時

にも卓に思いっきり触れると大きな騒音を発生する。 

 リミッタ回路内蔵。 

 モノラル出力。 

 ただし＜500 Hz＞または＜800 Hz＞でクロスオー

バが取れるバイアンプ･チャンネルディバイダ内蔵。

この時期にしっかりとマルチ対応となっていたので

す。 

 ＜入力＞､＜モノラル出力＞､＜極性＞を表示する

＜ＶＵメーター＞が付いており､内部照明の調節がで

きるようになっていました。 

 この光量調整機能が

今までにはなかった気

配りで､大変重宝をした

とのことです。 

 電源は＜１２０ ﾎﾞﾙﾄ

＞製品しかありません

でしたが､＜２４/２８ ﾎﾞ

ﾙﾄ＞のバッテリで使え

るようになっており､電

源部が壊れても＜DC 

アダプタ＞さえあればす

ぐに対応することができ

ました。 

 ポータブルケースに入っており､棒状の脚をねじ込

んで使えるようになっており､その脚もケースの中に

収納できるようになっていました。 

 ｢こんな製品が欲しいな！｣という需要に応えて実

現した商品で､当時はバーティカルフェーダが付いた

ミキシングコンソールは＜１２２０ＡＣ ミキシングコン

ソール＞しかなく､コンサートシステムとしてだけでは

なくホールのメイン調整卓として日本中でかなりの数

量が使われていたと記憶しています。 
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【アルテック･ランシングのスピーカの特長】 
  
高い能率 

 

 アルテック･ランシングのスピーカシステムの特長と

して＜高い能率＞を持っていることがあげられます。 

 ラウドスピーカが高い能率を持っているということ

は､ラウドスピーカに大きなパワーを入れなくても大

きな音響出力を出すことができることを意味しており､

小さなパワーしか入っていなくても周波数特性のバ

ランスが取れたサウンドを出すことができるというこ

とです。 

 人間がささやき声で話をしても人間の耳にはしっか

りと聞き取ることができるのと同じです。 

 

高い忠実度 

 

 言い換えれば＜サウンドの再生忠実度＞が優れ

ているという事です。 

 

 スピーカの評価をする際に大多数の方は入力パワ

ーしか見ませんが、スピーカの性能を表す仕様には

＜定格入力＞､＜能率＞､＜最大出力＞､＜周波数

特性＞､＜インピーダンス特性＞､＜指向係数と指向

指数＞､＜指向性＞等があり、その全てを読み取っ

てスピーカの性能を評価できる力が求められます。 

 最近パワーアンプの能力が上がってかつ価格が安

くなってきたために､スピーカシステムに大きなパワ

ーを加えて大きな音量を得れば良いのではないかと

いう話を聞きますが､これは＜音量を出す＞ことと＜

表現力を出す＞ことが違うということがよくわかって

いない方の論理で､私としては､スピーカシステムは

絶対に能率が良くなくてはならないと確信をしていま

す。 

 確かにパワーを思いっきり入れないとその能力を

出せないスピーカシステムが最近は多くなっていると

いうのも事実なのですが......... 

 

 

デジタル時代に求められること 

 

 特に音源がデジタルの時代になってきて､ダイナミ

ックレンジが大変に広くなってくると､小さな音量でも

また大きな音量でも同じ音質のサウンドが出せる能

力をスピーカシステムに求められるのですが、その

ためにも＜高い能率＞を持ったスピーカシステムが

必要となってきているのです。 

  デジタル方式のサウンドシステムを研究している

方から、能率が高いサウンドシステムが欲しいという

要望もよく聞くようになりました。  
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【ダンピングファクタ】 
  
 よくスピーカシステムとパワーアンプの相性はとい

うお問い合わせをいただきますが､周波数特性が良

く､十分なヘッドマージンを持っていてダンピングファ

クタが大きいパワーアンプであればサウンドシステ

ムとしては完璧であると思っています。 

 ＜ダンピングファクタ＞というのはラウドスピーカを

制御する能力をいいます。特にウーハの音色はダン

ピングファクタの要素が利いてきます。 

 ラウドスピーカはパワーがかかると磁界によってボ

イスコイルが動かされてサウンドが出てくるのですが､

このときにマグネットとコイルによってボイスコイルが

動くのと反対方向に動こうとする逆起電力が生じま

す。 

 正常な動作が逆起電力に勝っていればよいのです

が､＜ダンピングファクタ＞の小さいパワーアンプを

使うとスピーカが力のない貧弱なサウンドとなってし

まいます。特に低い方の周波数に顕著に現れてきま

す。 

 ＜ダンピングファクタ＞の劣化は最高の性能を持

ったスピーカシステムとパワーアンプを使っても発生

します。 

 パワーアンプとスピーカシステムを結ぶスピーカケ

ーブルが＜ダンピングファクタ＞に影響を与えること

になります。スピーカケーブルの抵抗値が増えれば

増えるだけ＜ダンピングファクタ＞は劣化するので

す。 

 サウンドシステムの＜ダンピングファクタ＞を確保

するにはスピーカケーブルの抵抗値を少なくすれば

よいのです。即ちパワーアンプとスピーカシステムの

距離を短くするかスピーカケーブルの太いものを使

えばよいのです。 

 それでもダメであればリレハンメル冬期オリンピッ

クのサウンドシステムのように＜２１０ ﾎﾞﾙﾄ＞ライン

のハイボルテージ伝送を検討してみて下さい。  
 

【メガ･システム】 
  
 スピーカシステムを多く使うということは､それだけ

多くのパワーアンプを使うということです。 

 パワーアンプを多く使うと､

その発熱を押さえるための

空調設備も必要となります

し､大きな給電設備も用意し

なくてはならなくなります。 

 

モントレイ・ジャズフェスティバル

で使われたアルテックのサウン

ドシステム → 

 

 また､どのようなサウンド

システムにも共通していえ

ることですが､聞き手に供給する音圧を＜３ dB＞大

きく設定すれば＜２倍のパワーを持ったパワーアン

プ＞を用意しなくてはなりませんし､それに伴って何

倍かの能力を持った空調設備と給電設備を用意しな

くてはならなくなります。 

 大きなサウンドシステム(:

メガシステムと呼んでみま

しょう)ではこれらのシステ

ムは基本的に大きくなって

いるわけですから､むやみ

に大きな音圧を要求すると､

パワーアンプや空調設備､

給電設備を収納する建物

を含めた巨大な予算増加

になることを頭に入れてお

いて下さい。 

 ＜3 dB＞で２倍､＜4 dB

＞で４倍､＜10 dB＞で１０倍､＜20 dB＞で１００倍

のシステム増加となるのです。 
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【パッシブとアクティブ】 
  
 サウンドシステムの周波数調整に使用する＜イコ

ライザ＞は､１９３０年代にシステムのフィードバック

を防ぐことを目的に作られました。 

 １９６８年にアルテック･ランシングは＜アコースタボ

イシング(Acousta Voicing)＞とそれを測定しながら

調整するヒューレット･パッカード社と共同開発をした

＜８０５０Ａ リアルタイム･アナライザ＞を発表しまし

た。 

 １９８１年に各周波数帯域をブーストできる＜アクテ

ィブタイプのイコライザ＞が出てくるまでは､周波数帯

域をカットしかできない＜パッシブタイプのイコライザ

＞が主流となっていました。それはもちろんイコライ

ザを使う主目的がフィードバックを防止してハウリン

グを起こさないようにすることにあったからです。 

 よく周波数調整をするのに＜アクティブタイプのイ

コライザ＞を使っているシステムを見かけますが、フ

ィードバックを防止することを主目的とする＜プロセ

ッシング系統＞にはカットを主体とした＜パッシブタ

イプのイコライザ＞を使うべきではないでしょうか。 

 ＜アクティブタイプのイコライザ＞は＜ヘフェクト系

統＞に使ってもっと思いっきりサウンドにメリハリをつ

けるべきです。  
 

【ＭＣ】 
  
 ＭＣといえばもちろん司会者のことで

すが､その語源は＜マスター･オブ･セ

レモニー(The Master of Ceremonies)

＞で､セレモニーを司る支配者の意味

です。 

 小学館から＜Word's Word,What's W

hat:英語図詳大事典＞が出版されてお

り､その中に＜演劇/芸術と工芸＞とい

う項目があります。ステージ､舞台､

楽器等の細部の英語名詳が記載

されています。 

 眺めているだけでも日長１日を

過ごすことができる辞書ですので

是非１度書店で手に取って読んで

みられるのもいかがでしょうか。 

 
 

【上手と下手】 
  
 左利きを右利きに矯正する習慣がなくなりましたが､

{箸を持つのが右手で､茶碗を持つのが左手}､{弓を

持つのが右手でそれを＜弓手＞､馬を制御するのが

左手でそれを＜馬手＞}､{船を接岸する場合には必

ず左舷接岸でそれを＜ポートサイド＞､右舷は＜スタ

ーボード＞}というふうに左右を区別する言葉は意外

に多いものです。 

 舞台用語でも､客席から見た右側が＜上手＞､左

側が＜下手＞となります。これを＜上手[ジョウズ]＞､

＜下手[ヘタ]＞と読んだスタッフがいたと１９７３年に

キョードー東京から発行された＜プロフェッショナル･

ロック＞には書かれていました。 

 ちなみに英語では＜上手＞は客席に向かって＜

左側(Ｌ:the left side of the stage)＞何となく視点

が日本と逆ではないかと感じるのは私だけでしょう

か。  
 

【校章と交渉】 
  
 学校で体育館と講堂を兼用で使うことが多いので

すが､体育館として使う場合にはある程度の残響感

が欲しいのに対して､講堂として使う場合にはスピー

チの明瞭度を確保するために残響時間は短い方が

よいというふうに同じ施設を矛盾した使い方をしなく

てはなりません。 

 これらの施設では予算的にも＜残響処理＞などは

できない相談ですから､スピーチの明瞭度を確保で

きるサウンドシステムを設計する必要があります。ス

ピーチの明瞭度が低い施設では､＜話の内容が聞こ

えない＞→＜話に興味がわかない＞→＜隣同士で

話を始める＞→＜施設全体が騒がしくなる＞→＜サ

ウンドシステムのボリュームを上げる＞→＜もっと騒

がしくなる＞という悪いプロセスに進んでいきます。

ある小学校に明瞭度が高いサウンドシステムを納入

したのですが､｢生徒のおしゃべりがなくなって話をよ

く聞いてくれるようになった。｣と先生から感謝された

ことがあります。 

 明瞭度の高いサウンドシステムの重要さはおわか

りいただけると思うのですが､私としてはより明瞭度
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が高いシステムとするために舞台間口の真上にスピ

ーカシステムを付けたいのですが、そこには必ず校

章が付いています。何度交渉をしても校章のおかげ

で必ず＜ＮＯ＞と言われてしますのです。 

 これは教会のサウンドシステムについても同じです。

スピーカシステムを付けたい場所はほとんど聖域な

のです。 

 

 高田 昇一氏から電話をいただきました。 

 

 校章が付いている場所がスピーカシステムを設置

するのに最適ということを考えて､役所と交渉をして

幾つかの体育館で実際に施工をしてみたそうです。 

 結果は上々で､今はこの方法が標準となっていると

のことでした。 

 

 校章と交渉という入力にワープロがおたおたしてい

ます。 

 論理的な説明ができればスピーカを取り付ける場

所を譲っていただけるという証明です。 

 校章の位置にスピーカシステムをつけたのは我々

の主張を通していただいたとして､今校章はどこに付

いているのでしょうか？ 

 また新しい疑問が発生してしまいました。  
 

【本日は晴天なり】 
  
 現代のサウンドオペレータはコンサート会場のオペ

レータ席で＜アー＞とか＜シー＞とマイクロホンを使

ってサウンドシステムのチェックをしています。 

 おそらく様々な調子の音を出して周波数特性､出力

レベル､クリッピングレベル､ハウリングポイントを調

べているのでしょう。 

 昔､サウンドシステムの動作状態をチェックするの

にマイクロホンの前で＜本日は晴天なり＞と言って

いました。これは英語圏で＜It's a fine day,today.＞

と言っていたものを直訳したようですが､＜It's a fine

 day, today.＞には吹音､子音､母音がうまく入ってい

て､サウンドシステムの動作状態までチェックできる

のに対して,＜本日は晴天なり＞という言葉にはサウ

ンドシステムを使う上で日本語を表現する難しい要

素は全く入っていないのではないかと思います。 

 破裂音､疑濁音､吹音そしてみ濁音がうまく入った

言葉が作れないものでしょうか。 

 例えば＜動物園のパンダがミカンを持って失

踪しましたのでご注意下さい。＞というのはいか
がでしょうか。  

 

【パワーアンプをヒートする】 
  
 パワーアンプに使われているディバイス､特にパワ

ートランジスタやＩＣには性能を最大限に発揮できる

動作温度があります。 

 パワーアンプを太陽が直接

照りつける野外で使い続ける

とオーバーヒートを起こして

壊れてしまうことがあります。 

 またパワーアンプ自身が発

生する熱も大変な量で､特に

大きな出力を持つパワーア

ンプをラックにマウントする場

合にはラック内の換気にはかなりの配慮を払う必要

があります。 

 大型のサウンドシステムでは､パワーアンプを設置

する部屋全体を冷却することが常識となっていま

す。 

 これとは逆に寒い場所でパワーアンプを使うとどう

なるでしょうか。３年前の韓国大統領選挙では＜－2

0°から－30°＞となるような野外で何万人もの

人々を集めて遊説演説会が開催されたそうです。Ｐ

Ａ機材を積んだ車が使

われましたが､電源を入

れてもサウンドシステム

から全く音が出ず､急遽

ボンベが付いた簡易コ

ンロをパワーアンプの

下に置き､火を付けてパ

ワーアンプをあぶったと

ころしばらくすると音が

出るようになったとのことです。 

 機器の性能がすばらしく良くなったと言っても動作

環境には心配りをする必要があります。 
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【扇子(センス)と団扇(ウチワ)】

  
 スピーカが壊れる原因として､大きな振幅が入って

＜物理的破壊＞を起こす場合と､大きな信号が入っ

て＜熱的破壊＞を起こす場合の２種類が考えられま

す。 

 コンプレッション･ドライバではクロスオーバ周波数

を＜５００ Hz＞付近で取ると大きな振幅による＜物

理的破壊＞が始めに起こりますし､＜１,０００ Hz＞

付近で取ると＜熱的破壊＞で壊れること多くなりま

す。 

 またコンプレッション･ドライバでは＜５００ Hz＞で

クロスオーバを取ると定格入力が＜５０ ﾜｯﾄ＞でも

＜１,０００ Hz＞にすると＜７５ ﾜｯﾄ＞になります。 

 スピーカユニット､特に低域に使うウーハに長い時

間パワーを入れていくと目玉焼きが焼けるのではな

いかと思うほどのすごい熱が発生します。 

  ラウドスピーカに熱が発生してくると､＜ボイスコイ

ルの抵抗値が大きくなり＞､＜バックキャビティの空

気温度が上がってダイアフラムの動きが悪くなる＞

ためにパワーを加えた通りに音響出力が出てこなく

なります。これを＜ラウドスピーカの熱損失＞と呼ん

でいます。 

 ＜ラウドスピーカの熱損失＞は低域のシステムだ

けではなく､高域のシステムにも起こりますが､高域

のシステムの方がその影響は少ないようです。 

 ボイスコイルに使用するマテリアルの違い､構造の

工夫により多少の差はありますが､どのようなラウド

スピーカでも抱えている宿命であるといえます。 

 過去に測定したことがありますが､あるウーハに＜

２５０ ﾜｯﾄ＞のパワーをかけた場合よりも＜５００ ﾜｯ

ﾄ＞のパワーをかけた方が熱損失により出力が少な

くなってしまうという現象を起こします。 

 この発熱現象を検知してラウドスピーカにかけるパ

ワーを制御することによってラウドスピーカの最大能

力を出そうと言うのが今はやりの＜プロセッシングコ

ントロール＞方式のサウンドシステムなのですが､ラ

ウドスピーカに入るパワーを検知するために＜セン

ス･ケーブル＞をパワーアンプとラウドスピーカとの

間にはらなければなりません。 

 このような＜センス(扇子)･ケーブル＞を取り付ける

面倒を防ぐにはラウドスピーカを常に冷やす機構を

付ければよいわけで､団扇であおぐのも一つの工夫

ではないでしょうか。 

プロセッシングシステムがデジタル化していって、信

号の応答速度が上がることによってセンスバックシ

ステムがいらないようになりました。その上コンプレッ

サーやリミッタにサイドチェインをかけることができる

ようになり、スピーカユニットのいちばん弱いポイント

だけを保護できるようになったのでサウンド全体に影

響を与えることなく音質の変化を最小限にとどめるこ

とができるようになりました。 

 ＜扇子と団扇＞という落ち話でした。 

 
 

【スピーカから火が噴いた】 
  
 ラウドスピーカが燃えるという経験をされたことが

あるでしょうか？ 

 ラウドスピーカに強い

振幅を加えてボビンがマ

グネットに当たったり､大

きなパワーを連続的に入

れ続けたりすると､ボイス

コイルのボビンが変形を

してボイスコイルのワイ

アが抜け落ちることがあ

ります。 

 ほとんどはこの段階で

ボイスコイルが切れてサ

ウンドが出なくなるので

すが､ボイスコイルが切

れずにいると出力が小さくなるのですがサウンドが

出続けます。出力が小さくなるとオペレータの方はラ

ウドスピーカにもっとパワーを入れることになります。

そうなるとボイスコイルは＜

電熱器＞のコイルと同じに

なってしまいます。ボイスコ

イルがボビンに正常につい

ていれば､マグネット構造体

を伝わって熱は危険な温度

までは上昇しないのですが､

はずれてしまったボイスコイ

ルは発火点まで熱が上昇し

てしまいます。結果としてラ

ウドスピーカから火を噴くこ

とになるのです。 

 サウンドが急に小さくなっ

てしまった場合には､むやみ

にパワーを上げないで下さい。 
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【ホーンあれこれ】 
 

【マルチセルラホーン】 
  
 アルテック･ランシングの前身であるウェスタン･エ

レクトリック社は１９２５年に現代のようなスピーカシ

ステムの製造を開始しています。 

 ７０年も前に既にコンプレッション･ドライバのイメー

ジが出来上がっていたわけです。 

 (２４,２５,２６と名づけられた)マルチセルラホーンも

１９３３年に完成しています。２４と２５は全面がフラッ

トな形状をしており、２６は後のマルチセルラホーンと

同じ形状をしています。 

２４Aは４×３のセルを持っており５９４コンプレッシ

ョンドライバがつくように設計されていました。 

２ ５ A

は ５ ５ ５

と５９４コ

ンプレッ

ションド

ライバが

つくよう

に設計さ

れており、

５×３の

セ ル を

持っていました。 

２６Aは５×３のセルを持っており、５９４コンプレッ

ションドライバがつくようになっていました。 

 マルチセルラホーンはご存じの方も多いと思いま

すが､ブリキの板を張り合わせて作られています。 

 アルテック･ランシングにも永年にわたってマルチセ

ルラホーンの製造に携わってきた方がおり､熱く燃え

た炉の前で一定の形に切った鉄板を一枚ずつ張り

合わしていました。 

 アルテック･ランシングのマルチセルラホーンの型

番は､＜セルの数＞と＜最低再生周波数＞で決めら

れていました。 

 ＜２０３Ｂ＞､＜８０３Ｂ＞､＜１００３Ｂ＞､＜１５０３Ｂ

＞,＜８０５Ｂ＞､＜１００５Ｂ＞､＜１５０５Ｂ＞､＜１８０

３Ｂ＞といった具合に､聞き手に対するサービス範囲

に応じて様々な製品が用意されていました。 

 より大きな音圧を確保するためにコンプレッション･

ドライバを２個取り付けることができる＜ダブルスロ

ート＞も用意されていました。 

 例えば＜１８０３Ｂ＞という型番を持ったマルチセル

ラホーンは､＜横に６セル＞､＜縦に３セル＞合計で

＜１８セル＞の開口部を持っており最低＜３００ Hz

＞までの周波

数再生ができ

ました。 

  最初の頃と

言っても１９６

０年代の始め

頃までは､共

振を防止する

材料がなかっ

たためにマルチセルラホーンの中に砂を入れて使う

ようになっており､米国から輸入されたマルチセルラ

ホーンに施工前に砂を詰め込んでからエンクロージ

ャの上に持ち上げたことがあるという経験がある施

工会社の方がまだいらっしゃいます。 

  

←1005B 

 

映画のメ

インシステ

ムに使うス

ピーカシス

テムはスク

リーンの上下方向の2/3くらいの高さで使うことが常

識となっていますので､砂を詰めたマルチセルラホー

ンを決められた位置まで持ち上げるのはさぞかし大

変な作業ではなかったかと思います。 

 共振防止剤ができてからはこのような作業をする

必要はなくなったと思いますが､Ａ７のセクトラルホー

ンの上に砂袋を置いておられる方はまだいらっしゃ

るのではないでしょうか。 

 

島田 保氏からの手紙 

 

 １９２７年に使用が開始された＜バイタフォン方式

＞に使用されたシアタースピーカシステムはホーン

型ラウドスピーカが主流でした。有名な＜ＷＥ-５５５

Ｗ コンプレッション･ドライバ＞と＜１５Ａ エクスポー

ネンシャル･ホーン＞の組み合わせシステムです。 

 周波数特性は現在では考えられないような＜100 

Hz - 5,000 Hz＞といった大変狭いものです。:私が

あるお宅でこのシステムのサウンドを聞いたことがあ

りますが､そこから流れてきたビートルズはしびれる

ような美しさでした。 

 しかしながらレコードの持っている再生周波数特性
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の対してはこれで十分な値でした。 これと同時期に

発売されていた＜ＲＣＡフォトフォン方式＞ではコー

ン紙を使ったスピーカユニットをショートホーンのエン

クロージャに組み込んで使っていました。 

 １９３２年にウェスタン･エレクトリック社(ＷＥ社)は設

計の変更をおこない､＜３ウェイ方式のスピーカシス

テム＞を製作しました。低域(300 Hz以下)は＜１８ ｲ

ﾝﾁのウーハ＞を､中域(300-4,000 Hz)はホールデッ

ドホーンにコンプレッション･ドライバを､高域(4,000 H

z以上)はベル研究所で製作された＜BOSTIC-type 

TWEETER＞が使われていました。しかしこのシステ

ムは位相整合がうまくいかず失敗に終わりました。 

 １９３３年ベル研究所で＜２ ウェイのラウドスピー

カ(周波数特性が40 - 10,000 Hz)＞の開発が始ま

りました。 

 １９３４年ＲＣＡ社と共にＭＧＭスタジオでオーケスト

ラのサウンド再生のデモンストレーションがおこなわ

れました。このときＲＣＡ社は低域のスピーカシステ

ムの開発に力を入れたようです。この時点でウェスタ

ン･エレクトリック社はコーンタイプのスピーカシステ

ムを持っていませんでした。なぜならばコーンスピー

カの特許はＧＥ社が所有しており､ＧＥ社の子会社の

ＲＣＡ社だけがその特許を使えたからでした。ＲＣＡ

社としては低域用として大きなコーンスピーカによる

ラージスロートのホールデッド･ホーンを設計したよう

です。(この時点ではウェスタン･エレクトリック社はジ

ェンセン社が製造をしたコーンスピーカを使っていま

した。) 

 高域についてはコンプレッション･ドライバとスモー

ル･スロートの＜マルチセルラ･ホーン＞が設計され

ました。 

 その当時の映画劇場は＜3,000 - 5,000 席＞の

座席を持っていた大規模な空間であったために､Ｍ

ＧＭ社の要望で高域システムに広い指向性を持った

製品が作られました。＜１８０３Ｂ＞といった多くのセ

ルを持った製品ができたのもそのような背景があっ

たのです。 

 その後中小規模の映画劇場が建てられるようにな

って幾種類もの＜マルチセルラ･ホーン＞が作られ

ました。(フィリップス社の資料には２０セル(4x5)の製

品が掲載されていました。) 

 １９４０年スピーカのマグネットは励磁器(エキサイ

タ)を使って磁場を作る電磁石タイプから永久磁石を

使った製品が出てきました。 

 それ以降シアターラウドスピーカシステムは続々と

改良が加えられてきます。低域用のホールデッド･ホ

ーンが直接輻射位相反転型ショートホーンとなり､高

域用システムは＜ラジアル･ホーン＞や＜セクトラ

ル･ホーン＞そして＜マンタレイ･ホーン＞が作られ

ていきました。 

 

 ＜参考資料＞:アルテック･ランシング伝承の歴史  
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【セクトラルホーン】 
  
 ３１A､３２９A,３１１-６０，３１１-９０,５１１A,５１１B,５１

１E,８１１Bという

セクトラルホー

ンがありました。

３が頭について

いるホーンはカ

ットオフ周波数

が３００Hzで５が

５００HZ,８が８０

０Hzと非常に分

かりやすい型番

がつけられていました。 

 ３２９Aは米国音響学会の標準ホーンになったこと

もあり、全ての製造会社のコンプレッションドライバが

３２９Aに取り

付けられて測

定されました。 

 

 

 １９９５年８月

６日アルテック･ランシングの＜５１１Ｂセクトラルホー

ン＞が製造中止となった連絡が入りました。これは

＜５１１Ｂ セクトラルホーン＞を製造するために必要

な＜金型＞が老朽化したためで､１９４９年から４６年

間続いた製造が完了することになりました。 

 これでアルテック･ランシングの＜セクトラルホーン

＞は全て生産を完了したことになります。 

 ＜セクトラルホーン＞独自の音色を愛していた

方々も多く大変残念なことです。 

３１１-９０は９０度×４０度の指向角度を持ってお

り、３１１-６０は６０度×４０度の指向角度を持ってい

ました。大きな

空間で遠距離

用には３１１-

６０が使われ、

近距離用には

３１１-９０使わ

れましたが、

指向性の違い

で微妙な音色

の違いが出て

いました。 

 ５１１Eは1.4

インチ径のコ

ンプレッションドライバを取り付けることができ小型で

ありながら大きな音圧を出すことができました。 
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【マンタレイホーン】 
  
 定指向性ホーンの先鞭を担った＜マンタレイ･ホー

ン＞のマンタは､海を悠々

と泳ぐ＜エイ(マンタ)＞を

意味しています。 

 ＜マンタレイ･ホーン＞を

開発している途上で､ホー

ン後部に発生するビーム

がなかなかとれずそのポ

ーラパターンが＜エイ＞に

似ていたためにその名が

付いたとのことです。 

 アメリカ人のネーミング

のおもしろさを感じる話で

す。 

 マンタレイホーンは用途に応じて1.4インチスロート

径のコンプレッションドライバが付く大型マンタレイホ

ーン＜ＭＲ４２＞,＜ＭＲ６４＞,＜ＭＲ９４＞､ＭＲ４２と

ＭＲ９４にはドライバを２本取り付けることができるＹ

スロートが用意されていま

した。 

 同じ１．４インチ径のコン

プッレッションドライバーを

取り付けることができる中

型のマンタレイホーンであ

る＜ＭＲ５４２＞,＜ＭＲ５６

４＞､＜ＭＲ５９４Ａ＞,＜Ｍ

Ｒ５１２４＞もありました。 

 １インチスロート径のコン

プレッションドライバを取り

付ける＜ＭＲ９９４＞もでき

全８機種のマンタレイホーンが様々な用途に使われ

てきました。  
  

【非対称ホーン】 
 

 非対称ホーンというと聞きなれない言葉ですが、上

方向と下方向の垂直指向性が異

なった非対称形をしているために

名づけられました。 

 上方向に１０度、下方向に３０

度という非対称形をしていたのが、

ＭＲ９３１-１２ホーンでＭＲという

型番からも分かるようにマンタレ

イホーンと同じ定指向性能を持っ

ていました。 

 ホーンを下方向に傾けなくても

サウンドが降ってきますので、ス

ピーカシステムを取り付ける奥行きが少ない空間で

使うスピーカシステムに組み込まれました。 

 ９８４２-８Ａ，９３７，９８７２スピーカシステムに使わ

れており、映画館の

サラウンドスピーカ

システム､劇場の効

果用スピーカシステ

ム、スタジオモニタ

システム、会議室

のメインスピーカシ

ステム､またアンダ

ーバルコニースピ

ーカシステムとして

も使われました。 

 ＭＲ９３１-１２と同じ性能をもったホーンがエレクト

ロボイスのＦＲＸ１２２という製品に使われています。 

 

 



 

サウンド与太噺 

31 

 

【バリインテンスホーン】 
 

 バリインテンスホーンといってもなじみが無いと思

います。 

空間が長細

くて遠距離用の

スピーカと近距

離用のスピー

カが２本必要な

場合が多くあり

ます。これを１

本のスピーカで

対応しようとい

うことで開発されたのがバリインテンスホーンです。 

 開発に１０年以上の年月がかかりましたが､他社の

製品が放射パターンの制御しかできないために､近く

の聞き手と遠くの聞き手が聞くことができるエネルギ

ーに多くの差が出てしまったことに対して､バリインテ

ンスホーンはホーンがカバーする範囲全体で均等な

エネルギーを供給することができました。 

 マンタレイホーンの一種ですが､長方形の放射パタ

ーンをしていたバリインテンスホーンがＶＩＲ､台形の

放射パターンをしていたバリインテンスホーンがＶＩＴ

と名づけられました。 

 このホ

ーンを小

型にした

システム

がエレク

トロボイ

スのＥＶＩ

１５，ＥＶ

Ｉ１２，Ｅ

ＶＩ２８スピーカシステムに使われています。 

２本のスピーカを使うよりも小型で軽量なため、宴

会場、会議室、教会、体育館､学校の講堂に多く使

われています。 

 

【デッドニング】 
 

 

ホーンの素材に金属（板）が

使われていた頃(マルチセルラ

ホーン、３００シリーズホーン､

初期のマンタレイホーン､５１１

E)､ホーンが大エネルギーで共

振するのを防ぐために外側に

デッドニング剤が焼付けされて

いました。 

 元は粘土のような材料です

が、これをホーンの表面に塗り

つけた上で熱を加えて硬くする

のです。この分だけ重量が増えてし

まうので施工する上では厄介なもの

ですが、ホーンの共振は確実に止め

てくれました。 

 ホーンの素材に強化プラスチック

（FRP）が使われるようになってデッド

ニング処理は必要なくなりましたが、

あの多少共振気味な高域のホーンく

ささが消えて金管楽器の微妙な音色

が消えてしまったと思うのは私だけ

でしょうか。 
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【コンプレッションドライバあれこれ】 
 

【マグネット】 
 

コンプレッションドライバ

の話を始める前にラウドス

ピーカに使われている磁石

の話をしましょう。高性能な

永久磁石が無かった頃､電

磁石と同じようにコイルを巻

いて磁石にしたフィールドタ

イプ･マグネットが使われて

いました。 

 信号ケーブルの他に電磁

石用のケーブルを配線し、

励磁用の電源を設けなけ

ればならないという面倒

がありましたが、エネルギ

ー効率は今のラウドスピ

ーカよりも高いものでし

た。 

 電気回路が発展して小

型化できるようになった

今､もう一度フィールド･マ

グネット型のラウドスピー

カが考えられてもよいの

ではないでしょうか。 

 

【ダイアフラム】 
 

コンプレッションドライバというのは名前の通り､振

動版の動作範囲を圧縮してサウンドエネルギーを前

に出そうという意図を持って造られたものです。 

１９２５年ウェスタンエレクトリック社がアルミニウム

振動板と絞

り込みリボ

ンエッジ・ボ

イスコイル

を持ったコ

ンプレッショ

ンドライバ

を製造しま

した。 

ダイアフラムの材質としてはベークライト､シンビオ

テック樹脂､アルミニウム､パスカライト､チタンが知ら

れていますが､なんと言ってもボイスの忠実度再生に

か け て

はアルミ

ニ ウ ム

に勝るも

の は な

いと思い

ます。 

 

555→ 

 

【再生周波数帯域】 
 

トランペットスピーカに使われているコンプレッショ

ンドライバは全帯域(１００Hz～８KHz)で使うことがで

き、チャンネルディバ

イダやディバイディン

グ・ネットワークを使

う必要はありません。

ただ低域における過

振幅を防ぐためにハ

イパスフィルターをか

ませておく必要はあ

ります。 

アルテックの２９０

シリーズは３００Hz以上の帯域を再生でき３００Hz以

上を再生できるホーン(MR４２,MR６４,MR９４,２０３B,８

０３B,１００３B等)と組み合わせて、陸上競技場や広

域警報システムに使われていま

した。左の写真は２９０コンプレ

ッションドライバにマッチングトラ

ンスを組み込んで使う場合の断

面図です。 

７３１シリーズも全天候対応で

使うことができます。 

２８８,２９１,２９２､２９９,８０２,８

０６,８０７,８０８,９０２,９０８,９０９と

いったコンプレッションドライバ

は５００Hz以上での再生を目指しています。 
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 余談ですがアルテックのコンプレッションドライバの

定格入力は５００Hz以上の信号を入れた場合の数値

を記載していますが、１KHz以上の信号を再生すれ

ば良い場合には定格入力の数値は１．５倍に増えま

す。よく定格入力が大きいとか小さいとか言いますが、

測定された条件を良く見て判断する必要があります。

測定された条件が記載されていない場合には製造

会社に確認をして使う必要があります。 

コンプレッションドライバの理論的高域再生限界は

１３KHzと言われており、それ以上の周波数帯域を再

生する場合にはツイーターを使う必要がありました

が、２９９シリーズの登場により高域エネルギーを多

く出すことが可能になりました。 

 

【フェージングプラグ】 
 

ダイアフラムとスロートの間に位置して、高域エネ

ル ギ の

位 相 整

合をはか

るのがフ

ェージン

グプラグ

と呼ばれ

ています。

通 常 は

同 心 円

状にスリットがカットされているのですが、ウェスタン

の５９４コンプレッションドライバで放射状にカットされ

たタンジェリンフェーズプラグが誕生しました。 

タンジェリンフェーズプラグは位相の整合性がより

一層きれいに取れるだけでなく､コンプレッションドラ

イバの出力を大きくするのにも役立ちました。 

タンジェリンフェーズプラグはその切り口がみかん

の輪切り

に似てい

た事と当

初オレン

ジ色をし

ていたた

めマンダ

リンとも

呼 ば れ

ていました。 

左の写真の少し盛り上がった部分が802-８Gに使

われていたタンジェリンフェーズプラグですが、その

後２９０,７３１を除く全てのコンプレッションドライバに

このフェーズプラグが使われることになりました。後

には黒いタンジェリンが出てきました。 

 

【スロート】 
 

アルテックのホーン

が様々な目的に使う

ことができた理由の

ひとつが、コンプレッ

ションドライバを２本

取りつけることができ

るダブルスロートが用意されていたことにあるのでは

ないでしょうか。 

マルチセルラホーンとMR４２,MR９４にダブルスロ

ートが用意されていましたが、MR６４はその構造上

かなり複雑なスローと構造になるという理由でダブル

スロートは用意されていませんでした。 

 

 

 

【コンプレッションドライバのインピーダンス】 
 

ダブルスロートに対応するためだけではありませ

んが、アルテックのコンプレッションドライバに使われ

ていたダイアフラムには､８オームだけでなく１６オー

ム、２４オーム(２８８､２９２シリーズのみ)、３２オーム

(２８８シリーズのみ)そして４オーム(２９０シリーズの

み)のインピーダンスを持ったダイアフラムが用意さ

れていました。 
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【エンクロージャあれこれ】 
 

 

アルテックからキ

ャビネットの設計とい

う資料が出ています。

キャビネットについて

は色々な方が書か

れていますので、い

まさらと思っている

のですが、いつか翻

訳をしてみようと考

えています。 

 ウーハは最初から

エンクロージャに組

み込まれていたと思っていたら、バッフル板には取り

つけられていたが後面にキャビネットはなかったよう

です。 

 ここにミラーサウンドの写真がありますが、ホーン

ロード後面に取りつけられたウーハが剥き出しに見

えています。 

 ５１５ウーハ４本を鉄のアングルに取り付けた写真

も見たことがありますし、太鼓の皮のサウンドを出す

場合には負荷がないほうがリアルのようですが、ど

のように過振幅を防止していたのでしょうか？ 

 アルテックのエンクロージャの歴史を語るような図

がありますのでお見せしましょう。 

 

 

 
 

【ウィング】 
 

 

上の図面の２１０や４１０の両側に取り付けられたボ

ードをウィングといいます。 

 昔このボードはエンクロージャの共振面を大きくし

て低域のエネルギーを増幅するものだと言われてい

ましたが、映画館のスクリーン裏で使うような場合に

はスピーカシステムと後壁との距離がほとんどなく、

エンクロージャの後ろから発生する低域エネルギー

が反射して､その波形がスピーカシステムから出る波

形と干渉を起こして低域成分の現象を起こしかつ歪

を多く発生してしまうため､ウィングを付けて反射波の

跳ね返りを防ぐために使われたのだということが分

かりました。 

 現在THXでスピーカシステムを施工する場合には

スクリーン裏全てにボードを張りスピーカ部分だけカ

ットして、その上で隙間全てに鉛剤を詰め込むという

入念な作業をおこなっています。もちろんスクリーン

裏にはこれでもかというほどに吸音材料を張り込み､

スクリーン後方壁面からの反射音が出るのを防ぐ処

置をしています。 

 スクリーン裏を吸音するだけでも低域の音量が増

加し､歪の少ない低音再生が可能となります。 
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【ウーハの取り付け】 
 

 ウーハをエンクロージャに取り付ける方法は大きく

分けて全面か

ら取り付ける

方法(フロント

マウント)と後

面から取り付

ける方法(リア

マウント)の二

通りあります。

家庭で使う場合にはフロントマウントの方が便利な

のですが、映画館や劇場のプロセニアムスピーカの

ように後ろからしかスピーカを取り出すことができな

い場合にはリアマウント方式の方が便利になりま

す。 

 ウーハを取り付けるバッフルの厚さも多少の負荷と

なりますので、リアマウントにする場合に

はその点に注意を払ってください。 

 ウーハをバッフルに取り付ける場合に

は、長い年月の間には何度も脱着作業

をすることがありますので、モクネジで木

部にもみ込むのではなくTナットを使って

バッフルを挟み込むような加工をおこな

ってください。 

 アルテックの５１５シリーズ(５１５Bの後期モデル以

降)､３０００シリーズの１５インチモデルは、後面から

取り付けることができるようにフレームの直径は１６

インチありました。 

 

【ギャザードエッジとウレタンエッジ】 
 

コーン紙を使ったスピーカユニットの外周部には

色々な材料が使

われています。 

昔から一般的

なエッジはギャザ

ードエッジと呼ば

れるもので､服の

ギャザードと同じ

ように波打った形

状をしています。 

このギャザード部分のやわらかさを維持するため

にダンプ剤というものが塗られており､ギター再生等

に使われる楽器用のスピーカには比較的薄めのダ

ンプ剤が､忠実度再生を必要とされるスピーカには濃

い目のダンプ剤が塗られます。 

このダンプ剤は温度が高い場所で使われたり、長

い年月が経つと溶け出

して下にたれたりしてき

ますので注意をしてくだ

さい。 

ギャザードエッジより

もやわらかいためにもっ

と低音を出すことができ

るのがウレタンエッジで

す。ただし劣化しやすく

もろくなって崩れ去ってしまうことが多いようです。 
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【アルテック･ランシングとベル研究所】 
  

 

← パリ博覧

会で電話の

実験をするグ

ラハム・ベル 

 

 サウンド

システムの

歴史は電話

機の変遷と同時進行をしています。 

 これは電話機を見ていただければよくわかるので

すが､電話機の話をする部分かマイクロホン､電話機

の音を聞く部分がスピーカであると考えていけば手

早く理解をいただけるのではないかと思います。 

 ですからウェスタン･エレクトリック社もアルテック･ラ

ンシングも電話システムの創設会社である＜ベル研

究所＞とは切っても切れない関係を維持してきまし

た。  
 

【アルテック･グリーン】 
  
 かつてアルテック･ランシングの製品(ホーン､ウー

ハフレーム､エレクトロニクス)は非常に美しい緑色に

塗装されていました。この緑色を＜アルテック･グリ

ーン＞と呼んでいました。色名でいうとボストングリ

ーンとなるのでしょうか。 

 アメリカのドル紙幣も俗称で＜グリーン＞と呼ばれ

ているようですが､アルテック･ランシングが出してい

た資料の中に＜グリーン(アルテック製品)でグリーン

(ドル紙幣)を手に入れる方法＞というのがあったよう

な気がします。 

 現在は＜アルテック･グリーン＞で塗装された製品

は全くありませんが､エンクロージャやホーンは＜ア

ルテック･グレイ＞という色で塗装されています。社

団法人日本塗料工業会の塗料用標準色見本帳で

見ると＜Ｔ６９-５０Ｄ 10B6/2(近似)＞が一番近い色

のように思われます。グレイにブルーを混ぜたような

色です。 

 ＜アルテック･グレイ＞が使われている理由は､長

年にわたって固定されて使われスピーカシステムに

はほこりが積もっていきます。黒だとか白で塗装され

た製品はほこりが目立って汚らしく見えるのですが､

＜アルテック･グレイ＞はほこりが一番目立ちにくい

とのことです。 

 
 

【エコー･マシーン】 
  
 デジタル機器の発達によって､エコーやリバーブを

簡単にかけることができるようになりましたが､戦後

日本にホールが登場した頃にはエコーマシーンどこ

ろかエコールームすらなく､エコーをかけたい場合に

はホールのトイレをエコールームがわりに使ったそう

です。 

 大便所のドアに毛布を掛け､望ましいエコータイム

が得られるまでドアをひとつずつ開けたり閉めたりし

ていたとのことでした。 

 せっかく苦労して録音を始めても水洗装置が自動

的に働いてしまって全ての苦労がだめになったこと

もあったそうです。 

 これを＜音入れ(おトイレ)も水の泡＞というのかも

しれません。 

 かつては残響をかける装置のことをエコーマシー

ンといっていました。初期反射音を設定したり、他の

空間の音場を畳み込んだりといった細かい作業がで

きなかったのは事実です。 

 デジタル技術の進歩に合わせてこの分野の製品

が多数出てきました。すべてリバーブマシーンと呼ば

れているような気がしています。 

 先日子供の科学雑誌の付録でついていたリバーブ

マシーンを見ました。大きな紙コップの間にスプリン

グがついた簡単なものですが、しっかりとリバーブが

かかっていました。 
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【シネマ･サウンド】 
  
 エジソンが＜キネトフォン･トーキー映画システム＞

を開発して以来､業務用サウン

ドの発達は映画のサウンドの

発展と共に歩んできました。 

 １９２７年に上映された＜ジャ

ズシンガー＞がサウンドシス

テムを本格的に取り入れた始

めての映画となりました。歌の

シーンだけにサウンドが使わ

れていて、台詞には字幕が入

っていました。 

 エーアンドエム･スタジオの創立者であるチャップリ

ンは､トーキーがはやり始めた後でも台詞に字幕を

入れることにこだわり続けたと聞いています。 

 皆様の中にもご存じの方がおられるものと思いま

すが､この頃使われていた渦巻き

型のホーン＜ウェスタン･エレクトリ

ック社のモデル１５ ホーン＞は開

口部が背丈くらいある巨大なもの

だったのですが､先日そのサウンド

を実際に聞く機会がありＣＤを使っ

て音を出してみたら確かに周波数

帯域は満足がいく広さではありま

せんでしたが､現在のアルテック･ラ

ンシングのサウンドと通じるものが

あり､特にサウンドの忠実性については現在のアル

テック･ランシングがしっかりとその伝統を引き継いで

いるという実感を得ることができました。  
 

【ステレオフォニック】 
  
 

 

 

 

 

 

初期のステレオシステム 

 

 映画にサウンドが入ってきてからすぐに､サウンド

技術者達はサウンドに立体感を持たせて再生をする

というテーマに取り組んできました。 

 この過程の中で映画館のような大きな空間でスピ

ーカシステムを幾つ使えばステレオ感を得ることが

できるかという実験をおこなっています。 

 その実験で得られた結論は､スピーカシステムを一

つ使うシステムはもちろん＜モノラル＞ですが､大き

な空間ではスピーカシステムを２台使って左右に置

いただけでは真ん中のサウンドが抜けてしまいステ

レオ感が得られませんでした。 

  そのためスピーカシステムを左右に２本置くシステ

ムは＜バイフォニック＞と呼ばれました。 

 左､右､センターに合計３台のスピーカシステムを使

うことによって始めてステレオ感を得ることができ､そ

れが＜ステレオフォニック＞と呼ばれるようになりま

した。 

 ただし＜バイフォニック＞でも＜ステレオフォニック

＞でもスピーカの間隔を＜20 ﾌｨｰﾄ(約 6 ﾒｰﾄﾙ)＞

以上離してしまうと音像が結ばなくなってしまいま

す。 

 この実験ではスピーカシステムを６台以上使っても

それほど立体感に関する効果がそれほど変わらな

いことがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

典型的な７０ミリシステム 

 

 ＜７０ ﾐﾘ＞の映画でスクリーンの裏に５台のスピ

ーカシステムを使うのはそういうこともあるのかもし

れません。 

 

 

 

 

 

 

 

５-１システムの原型 

 

 ＴＨＸシステムになってからサラウンドシステムがス

テレオになりました。Ｌ，Ｃ，Ｒスピーカの間のシステ

ムがスーパーローに変わってきました。これを５-１シ

ステムと呼びます。 

 サラウンドシステムに後方システムが加わったもの

を６-１システムと呼びます。 
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【映画のフィルム】 
  
 映画のシステムというのは既に７０年近くの工業的

な歴史があり､ある面では完成され切った完璧なシ

ステムであるといえます。 

 映画のサウンドシステムについて説明された資料

も多数ありますので詳細についてはそれらをお読み

下さい。 

 ＜７０ ﾐﾘ＞の映画ではこのフィルムの中に＜６ ﾄﾗ

ｯｸ＞のサウンドが入っています。 

 スクリーンの裏側に設置された５台のメインスピー

カとサラウンドに対する１チャンネル分のサウンドが

入っています。 

 ＜３５ ﾐﾘ＞のフィルムには＜磁気方式＞と＜光学

方式＞の２種類のサウンド再生方法がありましたが､

＜磁気方式＞の耐久性がないこととドルビーシステ

ムの発達に伴い､現在は光学方式が主流となってい

ます。 

 光学録音にも２種類あることがわかりました。 

 光が通る波形の幅を変えてエネルギー量を変える

ことによってサウンドを再生する方式と､波形の濃淡

を変えてサウンドを再生する方式です。大映という映

画会社があった頃はこの濃淡方式が主流であったと

聞いています。 

 黒沢 明監督が＜磁気方式＞にこだわり続けてお

りますが､上映をする映画館はその対応に大騒ぎを

しなくてはならないようです。＜磁気方式＞のフィル

ムに＜光学方式＞の信号が焼き付けられている作

品もありました。 

 

光学録音ヘッド 

 

 ＜光学方式＞にもアナログとデジタルの２種類が

あり､また両方の音源が１本のフィルムに全て含まれ

ているものも出てきています。＜ＳＲＤ＞､＜ＤＴＳ＞､

＜ＳＤＤＳ＞方式がデジタル方式といわれるものです

が､全ての方式ともフィルムに損傷が生じた場合の

対応として､＜ドルビー光学方式＞に切り替えること

ができるようになっています。 

 博覧会で見られる巨大なフィルムの＜アイマックス

＞､＜オムニマックス＞はフィルムと同期をしたＣＤか

らサウンドを再生しているためデジタル方式と同じ高

品質なサウンド再生をすることが可能です。 

 
 

【アルテック･ランシングとＪＢＬとの関係】 
  
 アルテック･ランシングとＪＢＬの関係を聞かれます

のでお話をしておきます。 

 ＪＢＬ社の資料に色々記載さ

れていますのでここでは多くは

述べる必要がないと思います

が､アルテック･ランシングのス

タッフから聞いた内輪の話をし

てみたいと思います。 

 ＪＢＬの創設者である＜ジェ

ームス･Ｂ･ランシング＞さんは

２子の兄弟でした。イタリアか

らの移民でそのもとの名前は

伝えられていませんが､米国で

は似合わない名前でしたので､

東部から西部へ仕事を探しにいく途中で＜ランシン

グ＞という町を通りかかったときにその名前をもらっ

たとのことです。 

 西部に来てスピーカの製造を始めましたが､その業

績はあまり良くなく､１９４１年にアルテック･ランシン

グに買収されました。＜ジェームス･

Ｂ･ランシング＞さんはアルテック･ラ

ンシングでも数々の業績を残してくれ

ましたが､その偉業をたたえるために

アルテック･ランシングでは＜５１５Ｇ

 シリーズ低域ドライバ＞の裏側の

銘板にはアルテック･ランシングの商

標は使っておらず､＜ランシング＞と

いう名前だけを付けて発売を続けて

います。 

 ＜ジェームス･Ｂ･ランシング＞さん

はアルテック･ランシングを辞めた後

でＪＢＬを創設しましたが､偉業半ば

で自ら命を絶っています。 

 ２子の兄弟のもう一人はアルテック･ランシングに

定年まで在籍をしていたそうです。 

 ついでにアルテック･ランシングの社名はウェスタ
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ン･エレクトリック社の製造･サービス部門であった＜

オール･テクニカル･サービス･カンパニ(ALL TECHNI

CAL SERVICE COMPANY[ALTEC])＞から来た名

前ですが､アルテック･ランシングの中でも会社に古く

からいる方はアルテックと言わずにオールテックと発

音しています。 

 ランシングさんが１９４６年に映画技術協会に書か

れた６０４開発時の論文を見つけました。そのうち

“永遠の６０４”の中に加えるつもりです。 

 
 

【６０４ シリーズ デュプレックス(Duplex)ラウドスピーカ】 
  
 【６０４ デュプレックス･スピーカ】は１９４４年に完成

しました。潜水艦のソナー用のスピーカユニットとし

て開発されてきましたが､第二次世界大戦には間に

合いませんでした。 

 アルテック･ランシングのサウンドシステムがもつ特

長の一つとして､全ての製品が同じサウンドポリシー

を持っていることがあげられます。 

 ですからアルテック･ランシングのスピーカシステム

は＜メインスピーカ＞として使った大きなシステムで

も＜サラウンドスピーカ＞として使った小さなシステ

ムでも同じサウンドがするということです。 

 ＜６０４ シリーズ デュプレックス(Duplex)ラウドスピ

ーカ＞は特に様々なサウンドシステムに使われてい

ます。 

 最近はホール等でもシーリングスピーカやウォール

スピーカとして使われており､＜立正佼成会の普門

館＞､＜愛知芸術劇場＞､＜宝塚大劇場＞､＜大阪

の飛天劇場＞には５０台以上の６０４が使われてい

ます。 

 もちろんフロアモニターとしても多く使われており､

スタジオモニタしての評価をそのまま引き継いでいま

す。 

 アルテック･ランシングの話ではオーディオブーム

の頃には毎月２００本くらいの６０４を日本に出荷して

いましたが､現在でも日本が世界で一番【６０４ デュ

プレックス･スピーカ】が売れている国であると言って

いました。 

 ６０４はその定位の良さが一番の売り物で､スタジ

オモニタやご家庭のスピーカシステムとして多数の

販売をさせていただいております。 

 スタジオモニタの話で思い出しましたが､１９７３年

にはビルボード社の調査によればアルテック･ランシ

ングのスピーカシステムが＜レコーディング･スタジ

オ＞で一番多く使われているという調査が出たことも

ありました。 

 ６０４と同じ形をしていてマグネットの磁束密度が多

少小さい６０５という製品もありました。 

６０４についてはこの文章の一番最後に永遠の６０４

という副題を付けてその沿革を述べていますのでご

覧ください。  
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【ディズニーとアルテック･ランシング】 
  
 ディズニーランドは１９５５年にロスアンジェルスに

誕生しました。 

 アルテック･ランシングも長い間ロスアンジェルス･

ディズニーランドに隣接したアナハイムに本社機構と

工場を置いていました。 

 アナハイムではそれ以上の工場設備の増設が難

しかったために現在は４万エ－カの敷地を持ったオ

クラホマシティに本拠地を置いています。 

 先日ソニーのエンジニアの方がアメリカのディズニ

ースタジオに行ったところちょうど＜ライオンキング

＞の録音をしていたそうです。 

 そこで使われていたモニタスピーカがアルテック･ラ

ンシングの製品だったのですが､非常に古い＜Ａ１ 

スピーカシステム＞だったそうです。＜Ａ１ スピーカ

システム＞が５セットスタジオの中に設置されて使わ

れていたとのことでした。 

 

 ＜Ａ１ スピーカシステム＞というシステムは高さが

２メートル以上ある＜２１０ エンクロージャ＞を４台

つなげシステムです。 

 ＜２１０ エンクロージャ＞は縦にして使うように設

計されていますが､これを横型にして使えるよう＜２１

１ エンクロージャ＞が用意されていました。 

 ＜２１０ エンクロージャ＞には＜５１５シリーズの15

 ｲﾝﾁウーハ＞を２個組み込んで使います。 

 日本では＜Ａ１ スピーカシステム＞が京都会館に

唯一納入されています。 

 ＜２１０ エンクロージャ＞を１本と高域ホーンを１

本組み合わせた２ウェイシステムが＜Ａ４ スピーカ

システム＞で1950年半ばにできたシネラマ劇場を始

めとして､＜７０ ﾐﾘ フィルム＞を再生する多くの映

画館で使われていました。 

 日本劇場を見に来たＴＨＸの技術担当者がＴＨＸシ

ステムよりも良いサウンドがしていると言って帰った

という話があります。 

 マルチ駆動をしたらどのようなサウンドがしていた

のでしょうか 

 

 ディズニースタジオの話を続けましょう。 

 ソニーのエンジニアの方はスピーカの大きさにびっ

くりしただけでなく､昨年世界で一番ヒットをして最高

の興行収入を稼ぎ出した映画に何故こんな古いモニ

タスピーカを使っているのかということに疑問を持ち

ました。 

 この疑問をスタジオの責任者の方に聞いたところ

ディズニースタジオのサウンド製作のポリシーに合う

スピーカシステムは＜Ａ１＞しかないから使っている

のだと言っていたそうです。 

 

 戦後販売されたスピーカの８０ ﾊﾟｰｾﾝﾄ以上の補

修パーツを今でも供給できるアルテック･ランシング

であるからできる実績かもしれません。 

 

 話が蛇足になりますが､＜２１０ エンクロージャ＞

にはエンクロージャの側面に取り付けるバッフル板

が付属されて出荷されていました。 

 このエンクロージャの梱包方法は大変乱暴なもの

で､エンクロージャに直接梱包材が釘付けされていま

した。 

 そんなことよりこのバッフル板なのですが､施工さ

れる方は平面バッフルを追加することによって無限

大バッフルに近づけて低域特性を伸ばすのだという

ふうに説明されていましたが､アルテック･ランシング

のエンジニアの話ではこのバッフル板によってスピ

ーカ後面の壁から反射してくる音を遮断して､低域歪

みを取るのだと言うことでした。 

 特に映画館のように後部壁面がすぐそばにある場

合には大変有効とのことです。 

 ＴＨＸの施工資料を見てもスピーカシステムの前面

を全て厚い積層合板で塞いでいますので､この説は

正しいと思います。私が見たＴＨＸの取り付け現場で

はこの合板の隙間を鉛の板で丁寧に塞いでいました。

後ろから来るサウンドにもかなりの配慮が必要なの

です。 

 

 アルテック･ランシングとディズニーは非常に密接な

関係を持っています。 

 ＜カリフォルニア＞､＜フロリダ＞､＜フランス＞､＜

日本＞にあるディズニーランドには非常に多くのア

ルテック･ランシングのスピーカシステム､パワーアン

プ､エレクトロニクスが使われています。 

 ディズニーの要求によって開発された製品は数え

きれません。 

 ＜４､０００ チャンネル＞ものパワーアンプを限られ

たスペースに設置しなくてはならないため､カード式

のパワーアンプである＜インクリメンタル･パワーア

ンプ＞が開発され日本以外のディズニーランドに納

入されています。 

 ディズニーとの契約によりどこに何が使われている

かをお話しすることはできませんが､驚くほどの数量

のアルテック･ランシング製品が使われていることは

事実です。 

 今度ディズニーランドに行かれた際にどこにどのよ

うな製品が使われているかを探ってみるのもいかが

でしょうか。 
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【Ａ７ スピーカシステム】 
 

 
  
 A７について書くためにはアルテックの全てを語ら

なければなりません。 

アルテック･ランシングの【Ａ７ スピーカシステム】

は１９４９年に発売が開始されました。それ以来様々

なモデルが出てきましたがその基本ポリシーは､１イ

ンチスロート径のコンプレッションドライバとホーンロ

ードのエンクロージャに組み込まれた１５インチのウ

ーハを使った２ウェイ・フルレンジシステムであること

です。ホーンについては最初のモデルにはセクトラ

ルホーンが使われていましたが、最終モデルはMR９

９４マンタレイホーンが使われました。原則としてクロ

スオーバーネットワークが使われていましたが、クロ

スオーバ周波数は５００，８００，１２００Hzの３種類が

使われていました。 

ホーンをエンクロージャ内部に組み込んで使うこと

もできました。 

 Ａ７についても６０４と同じような歴史を書き連ねる

ことができるのですが､残念ながらまだ完成していま

せん。当たり前のスピーカシステムでありすぎてÅ７

の歴史的資料は意外と少ないのです。 

 １９７０年の始めには日本では【Ａ７ スピーカシステ

ム】は高価であったため多くを使うことができず､たっ

た２本の【Ａ７ スピーカシステム】で５千人の集会の

サウンドを受け持っていたとのことです。 

 【Ａ７ スピーカシステム】は完成以来その外観はほ

とんど変わりがありません。しかし＜タンジェリン･フ

ェーズプラグ＞の採用､＜５１５Ｇシリーズ低域ドライ

バ＞の採用､＜500,800,1200 Hzのクロスオーバ切り

替え＞等々新しい素材を次々に採用し､その時代の

要求に確実に応えることができる性能を発揮してい

ます。形は同じでも性能は向上してきているのです。 

 ＜タンジェリン･フェーズプラグ＞で高域の位相を整

合すると同時に音響出力を増大しています。 

 ＜５１５Ｇシリーズ低域ドライバ＞は低域の能率を

２倍にしてくれました。アルテック･ランシングが製造

している製品の中で＜最大のマグネット構造＞を持

っており､＜アルミニウム･フラットワイアのボイスコイ

ル＞､＜非常に軽いコーン･アッセンブリ＞､＜低い歪

みの布製サスペンション＞を持っています。 

 ウーハでありながら＜4,000 Hz＞までの帯域を再

生できますので､クロスオーバ周波数付近でのサウ

ンド再生を非常に滑らかにしてくれます。 

 バスホーンタイプのエンクロージャに組み込んで使

用できる唯一のウーハといえます。 

 【Ｎ１２８５ｰ８Ｂ ネットワーク】はクロスオーバ周波

数を＜500 Hz,800 Hz,1200 Hz＞の３種類に切り替

えることができます。 

 スピーチが音楽や効果音と同時に再生されるよう

な音源の場合にはクロスオーバを＜500 Hz＞にして

お使い下さい。映画館で【Ａ７ スピーカシステム】を

使う場合には全てクロスオーバを＜500 Hz＞にして

あります。 

 スピーチだけが単独で再生されるような音源の場

合には＜800 Hz＞のクロスオーバがよい結果を得

ることになります。 

 コンサート等で生の楽器の再生をする場合には＜

1,200 Hz＞のクロスオーバを使用すると､アルテッ

ク･ランシングとは思えないほどのパンチのあるサウ

ンドを再生できます。 
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【Ａ７ ボイス･オブ･ザ･シアタ(VOTT)スピーカシステム 価格の変遷】 
  
 １９７０年以降のアルテック･ランシング価格表を譲

り受けました。 

 その中のアルテック･ランシングを代表する＜Ａ７ 

ボイス･オブ･ザ･シアタ(VOTT)＞の型番とその標準

価格を記載してみましょう。 

 
 

1970年6月1日  

 ＜A7-500-8(416-8A,511B,808-8A,N-501-8A)＞                   335,500 円 

 ＜A7-8(416-8A,811B,807-8A,N-801-8A)＞                      301,600 円 

 使用エンクロージャは＜825B バスホーンエンクロージャ＞        124,500 円 

1973年4月1日  

 ＜A7-500-8(416-8A,511B,802-8D,N-501-8A)＞                   281,000 円 

 ＜A7-8(416-8A,811B,806-8A,N-801-8A)＞                       247,700 円 

 使用エンクロージャは＜825B バスホーンエンクロージャ＞         98,400 円 

1974年9月1日  

 ＜A7-500-8(416-8A,511B,802-8D,N501-8A)＞                    298,000 円 

 ＜A7-8(416-8A,811B,806-8A,N801-8A) ＞                       272,300 円 

 使用エンクロージャは＜825B バスホーンエンクロージャ＞        112,100 円 

1975年4月1日  

 ＜A7-500-8(416-8A,511B,802-8D,N-501-8A)＞                   343,300 円 

 ＜A7-8(416-8A,811B,806-8A,N801-8A)＞                        313,200 円 

 使用エンクロージャは＜825B バスホーンエンクロージャ＞        112,100 円 

 

 ここまでの価格表にはエンクロージャの価格を別に記載してありました。おそらく物品税の関係でシステム価格ではなかったも
のと思われます。 

 

1975年9月1日  

 ＜A7-500-8(825B,416-8A,511B,802-8D,N-501-8A)＞              343,300 円 

 ＜A7-8(825B,416-8A,811B,806-8A,N-801-8A)＞                  313,200 円 

1976年10月1日  

 ＜A7-500-8(828B,416-8B,511B,802-8D,N501-8A＞                343,300 円 

 ＜A7-8(828B,416-8A,511B,806-8A,N-801-8A)＞                  313,200 円 

1978年10月21日  

 ＜A7-X(828C,416-8B,511B,802-8G,N-1201-8A)＞                 305,000 円 

                                 ＜タンジェリン･フェーズプラグ®＞が登場。 
1979年6月21日  

 ＜A7-X(828C,416-8B,511B,802-8G,N-1201-8A)＞                 325,000 円 

 ＜A7-XP(828C,416-8B,511B,808-8B,N-1209-8A)＞                347,000 円 

1980年1月1日  

 ＜A7-X(828C,416-8B,511B,802-8G,N-1201-8A)＞                 437,000 円 

 ＜A7-XP(828C,416-8B,511B,808-8B,N-1209-8A)＞                458,000 円 

1980年7月  

 ＜A7-XPF(828C,416-8C,511B,908-8A,N-1209-8A)＞               447,000 円 

 ＜A7-XF(828C,416-8C,511B,902-8A,N-1201-8A)＞                417,000 円 

                             ＜フェライト･マグネット＞時代になりました。 

1981年6月  

 ＜A7-XPF(828C,416-8C,511B,908-8A,N-1209-8A)＞               447,000 円 

 ＜A7-XF(828C,416-8C,511B,902-8A,N-1201-8A)＞                417,000 円 

 

1982年7月  
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 ＜A7-XPF(828G,416-8C,511B,908-8A,N-1209-8A)＞               520,000 円 

 ＜A7-XF(828G,416-8C,511B,902-8A,N-1201-8A)＞                486,000 円 

 ＜A7-500-8E(828G,416-8C,511B,902-8B,N8500-8A)＞             491,000 円 

1983年3月8日  

 ＜A7-500-8E(828G,416-8C,511B,902-8B,N8500-8A)＞             491,000 円 

1983年11月1日  

 ＜A7-500-8E(828G,416-8C,511B,902-8B,N8500-8A)＞             491,000 円 

                       ＜811B セクトラルホーン＞が製造中止となりました。 

1985年1月21日  

 ＜A7-500-8E 製品構成が記載されていません＞                  600,000 円 

 ＜A7-500-8G 製品構成が記載されていません＞                  642,000 円 

1985年4月1日  

 ＜A7-500-8E(828G,416-8C,511,902-8B,N1285-8A)＞              600,000 円 

 ＜A7-500-8G(828G,515-8G,511B,902-8B,N1285-8B)＞             642,000 円 

1986年9月  

 ＜A7-8G(828G,515-8G,511B,902-8B,N1285-8B)＞                 542,000 円 

        アルテック･ランシングの取り扱い代理店が(株)マークフォーオーディオジャパンに変更。 

1988年4月  

 ＜A7-8G(828G,515-8G,511B,902-8B,N1285-8B)＞                 520,000 円 

1989年4月  

 ＜A7-8G(828H,515-8G,511B,902-8B,N1285-8B)＞                 490,000 円 

 ＜A7/MR994A(828H,515-8G,MR994A,909-8A,N500-8H)＞            470,000 円 

1990年11月  

 ＜A7-8G(828H,515-8G,511B,902-8B,N1285-8B)＞                 530,000 円 

 ＜A7/MR994A(828H,515-8G,MR994A,909-8A,N500-8H)＞            500,000 円 

1991年10月1日  

 ＜A7-8G(828H,515-8G,511B,902-8B,N1285-8B)＞                 530,000 円 

 ＜A7/MR994A(828H,515-8G,MR994A,909-8A,N500-8H)＞            500,000 円 

1993年6月1日  

 ＜A7-8G(828H,515-8G,511B,902-8B,N1285-8B)＞                 530,000 円 

 ＜A7/MR994A(828H,515-8G,MR994A,909-8A,N500-8H)＞            500,000 円 

1994年10月1日  

 ＜A7-8G(828H,515-8G,511B,902-8B,N1285-8B)＞                 470,000 円 

 ＜A7/MR994A(828H,515-8G,MR994A,909-8A,N500-8H)＞            420,000 円 

1995年8月1日  

 ＜A7-8G(828H,515-8G,511B,902-8B,N1285-8B)＞                  416,000 円 

 ＜A7/MR994A(828H,515-8G,MR994A,909-8A,N500-8H)＞             317,000 円 

1996年1月1日 

 ＜A7/MR994A(828H,515-8G,MR994A,909-8A,N500-8H)＞            360,000 円 

                  ＜511B セクトラルホーン＞が製造中止となりました。  
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【Ａ７裏話】 
  
 １９７８年＜Ａ７ スピーカシステム＞のクロスオー

バ周波数が従来の＜５００ Hz＞から＜１,２００ Hz

＞に変更されました。 

 この処理によってコンプレッション･ドライバの定格

入力が倍以上になったのですが､映画関係者の

方々から＜高倉 健＞の声が出なくなったときつい

おしかりがありました。 

 同じドライバ構成でもクロスオーバ周波数が変わっ

てしまうとシステムのサウンドイメージが変わってし

まうということです。 

 しかたなくネットワークを＜Ｎ-１２８５-８Ａ＞から＜

Ｎ-１２０９-８Ａ＞に変えてみたのですが根本的なイ

メージは変わりませんでした。 

 これは１９８３年に＜Ｎ-８５００-８Ａ＞が発売されて

＜５００ Hz＞と＜８００ Hz＞にクロスオーバ周波数

を選択できるまで変わりませんでした。 

 今ではシネマサウンドにはクロスオーバ周波数は

＜500 Hz＞が定番となったようです。 

 現在＜Ａ７ スピーカシステム＞にはクロスオーバ

周波数をを＜１,２００ Hz＞､＜８００ Hz＞､＜５００ 

Hz＞の３種類に変更できる＜Ｎ１２８５-８Ｂ ネットワ

ーク＞を使うことができますので､当方が工場で出荷

をする＜５００ Hz＞だけでなく､クロスオーバ周波数

を切り替えてそのサウンドの違いを試してみたらい

かがでしょうか？ 

 おそらく今まで皆様が考えていたのとは違う＜Ａ７ 

スピーカシステム＞の姿を発見できるのではないで

しょうか。  
 

【２ ウェイ スピーカシステムのクロスオーバ周波数】 
  
 ＜２ ウェイ＞のスピーカシステムでクロスオーバ

周波数が＜500 Hz＞または＜800 Hz＞に決まった

理由をお話ししてみましょうか。 

 一般的なスピーチ帯域を再生する＜２ ウェイ スピ

ーカシステム＞の再生周波数帯域は＜40 Hz から8

 KHz＞となります。 

 この場合に低域と高域のエネルギバランスが均等

にとれる分割周波数は＜40 x 8,000 = 320,000 そ

してその逆二乗が 566 Hz＞となるのです。したがっ

てこの付近の周波数である＜500 Hz から800 Hz

＞にクロスオーバ周波数が決まっていったとのこと

です。 

 もちろん再生帯域がもっと広い､音楽を再生するよ

うな＜２ ウェイ スピーカシステム＞のクロスオーバ

周波数が＜1,000 Hz＞以上となることは明白です。 
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【ボイス･オブ･ザ･シアタ(VOTT)】 
 

 
  
 【Ａ７ スピーカシステム】はアルテック･ランシング

の＜ボイス･オブ･ザ･シアタ(VOTT) シリーズ＞の一

つです。 

 ＜ボイス･オブ･ザ･シアタ(VOTT)＞というのは劇場

でスピーカを使用する上で非

常に名誉な称号ですが､この

名称はＭＧＭが劇場で使用

するスピーカシステムの標準

機種を決定する際に＜ＲＣＡ

＞と＜ジェンセン＞そして＜

アルテック･ランシング＞との

３社の開発競争の結果勝ち

取ったものでした。 

 ３社ともウーハを２本組み

込んだ＜バスホーン方式＞

の低域システムと､コンプレッ

ション･ドライバ１本を使った高域システムを組み合

わせた製品で鳴き較べをし､その結果＜アルテック･

ランシング＞がその栄誉ある名称を勝ち取ることが

できたのです。 

 ＜Ａ１＞から始まって＜Ａ２＞､＜Ａ４＞､＜Ａ５＞､

＜Ａ６＞､＜Ａ７＞､＜Ａ８＞そして＜Ａ１０＞まで多く

の製品構成を持っています。 

 ＜Ａ１０/ＭＲ９４５Ａ＞は＜ＴＨＸ 認定＞も受けてい

ます。 

 昔アルテック･ランシングには＜24 ｵｰﾑ＞のダイア

フラムを持ったコンプレ

ッション･ドライバがあり

ましたが､これは３本の

コンプレッション･ドライ

バを１本のホーンに取り

付けた製品があったか

らです。 

 【Ａ７ スピーカシステ

ム】に使われている＜

ホーンロード･バスレフタ

イプ＞の低域システム

は､その＜高い効率＞､

＜優れた指向性制御能力＞､＜聞き易い音質＞とい

った特長を持っているため､＜広島県総合体育館＞､

＜広島国際会議場＞を始めとして世界中で広く使わ

れています。 

 一時＜ホーンロード･バスレフタイプ＞は使いもの

にならないと言う強い批判を受けたことがありますが､
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これらの批判が間違っていたことは世界中の多くの

納入実績が証明をしています。 

 写真はＡ７の家庭用として開発されたＡ８２０でコー

ナー形をしています。  
 

【ホーン内蔵スピーカシステム】 
  
 ＜Ａ７ スピーカシステム＞はシネマサウンドの再

生用に開発されましたが､ホーンがエン

クロージャの上に載っており､移動型ス

ピーカシステムとしては多少使いにくい

構造となっています。 

 ホーンが内部に収納できればどれだ

け使いやすいスピーカシステムであるこ

とかとお思いになった方は多いのではな

いでしょうか。 

 実は＜Ａ７ スピーカシステム＞のエン

クロージャである＜８２８ エンクロージャ

＞の内部にホーンを取り付ける機構があるのです。 

 アルテック･ランシングは1949年に＜Ａ７ スピーカ

システム＞を開発したときから既に低域と高域が一

体となったスピーカシステムをイメージしていたので

す。 

 最近＜Ａ５ スピーカシステム＞のホーンも中に入

れられないかという依頼がありましたので

試してみましたら､なんと＜Ａ５ スピーカ

システム＞のホーンも＜８２８ エンコロー

ジャ＞の内部に納めることができました。 

 これで緞帳バトンに引っかけて吊り上げ

てしまうというトラブルも解消できるのでは

ないでしょうか。 

 ＜Ａ７ スピーカシステム＞のホーンをエ

ンクロージャの内部に組み込む方法､＜Ａ

７ スピーカシステム＞をもっと上手に使いこなす方

法について知りたい方は､＜Ａ７ スピーカシステム

組み込みマニュアル＞を用意しておりますのでご請

求下さい。  
 

【８２８ エンクロージャ】 
  
 ＜８２５ エンクロージャ＞から綿々と作り上げられ

てきた＜８２８ エンクロージャ＞はホー

ンロードとバスレフを組み合わせてで

きているエンクロージャです。 

 ＜30 Hz - 120 Hz＞までがバスレ

フ動作に､＜120 Hz - クロスオーバ

周波数＞までがエクスポーネンシャ

ル･フレアホーンで動作をするようにな

っています。 

 またこのバスレフ部分に隠れた構造

があります。 

 ＜周波数調整パネル(Adjustable Pa

nel)＞がボルトで止められており､２段階に調整する

ことができます。＜周波数調整パネル(Adjustable P

anel)＞を１段上げると＜100 Hz＞のサウンドが＜1 

dB＞上がるのです。 

 ＜周波数調整パネル(Adjustable Pane

l)＞を全開にしてクロスオーバ周波数を

＜1,200 Hz＞にすると＜Ａ７ スピーカシ

ステム＞とは思えない明るいサウンドが

飛び出してきます。 

 ＜Ａ７ スピーカシステム＞はもう古くて

使えないと思っている方に是非一度試し

ていただきたいと思っています。 

 参考までに同じホーンロードバスレフと

なっている＜８１６ エンクロージャ＞は＜

200 Hz＞で､＜８１７ エンクロージャ＞は

＜150 Hz＞でバスレフとホーンロードの動作が分か

れるようになっています。 
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【A７あれこれ】 
 

A７とA５の違いを説明するのにマグネット強力型と

いう言葉があったことを思い出しました。A７のウーハ

には４１６シリーズが､A５のウーハには５１５シリーズ

が使われていました。５１５は４１６よりも磁束密度の

おきなマグネットが使われていました。 

 A７にも２種類ありました。磁束密度が大きな８０２

シリーズ・コンプレッションドライバーと小さな８０６の

２種類があり､８０２は５１１Bに組み込まれて５００Hz

のクロスオーバ周波数を持ったN５０１シリーズネット

ワークで､８０６は８１１Bに組み込まれて８００Hzのク

ロスオーバ周波数を持ったN８０１シリーズネットワー

クで使われていました。 

 もっと大きな定格入力を持たせたいということで､８

０７,８０８という磁束密度が違うコンプレッションドライ

バもありました。８０８の方が強力なマグネットを備え

ています。 

 フェライトマグネットになってからマグネットの違い

を持った製品がなくなり、９０２と９０８に統一されまし

たが、大きな定格入力と広い周波数帯域を備えた９

０９シリーズが出た段階で１機種に絞られていきまし

た。 

 

【A５スピーカシステム】 
 

 Ａ５スピーカシステムにはそれこそ色々な製品があ

りました。基本的な形式は５１５ウーハ１本を８２５を

原型とするエンクロージャ

に組み込み､１個の２８８コ

ンプレッションドライバを

様々なホーンに取り付け､

１６オームのネットワーク

で駆動する２ウェイ･パッシ

ブ駆動スピーカシステムを

言います。 

 ８００シリーズ･スピーカ

システムがおそらくＡ５の

起源だと思います。マルチ

セルラホーンが付いてエ

ンクロージャの周りをバッ

フルで取り巻いています

が､シネマスクリーンの後

ろに設置して使う上での基

本的な形であると思いま

す。 

 最終製品であるＡ５/ＭＲ

５９４Ａはホーンがマンタレ

イホーンに変わり、システ

ムのインピーダンスは８オ

ームでした。Ａ７の強力型と言われていましたが､３１

１-９０,３１１-６０といった指向角度が違うホーンを組

み合わせることができたため、日本中の市民会館､

映画館に多数納入されました。 

 マルチ駆動で使われることが少なかったためその

真価は十分に発揮されず､

改修で舞台の上に降ろさ

れた後でマルチ駆動にし

て鳴らしてみてその素晴ら

しさに目を見張ることが多

かったことは非常に残念

です。 

 ボイス･オブ･ザ･シアタ･

シリーズはＡ１,Ａ２,Ａ４,Ａ５,

Ａ６,Ａ７,Ａ８,Ａ１０,Ａ１２,Ａ１

５という製品が作られまし

た。１９４０年代にアルテッ

クがすでに確立したスピー

カシステム技術により作ら

れたこれらの製品は､世界

中のサウンドシステムに使

い続けられてきました。 

 高い能率を持って原音

忠実度が優れたシステム､

６０４シリーズと並んでボイ

ス･オブ･ザ･シアタ･シリー

ズはアルテックの製品を

代表してきました。ぜひとも別の項目でこれらの製品

について書いていきたいと思っています。
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【幻の？スピーカシステム A9とA10】 
 

アルテックの古いデータにスピーカシステム構成

表があります。 

先日ある雑誌の依頼で“A7あれこれ”を書いてい

て構成表を眺めていたら､A9､A10というスピーカシス

テムがボイス・オブ・ザ・シアタの中にあるのを見つけ

ました。しかし現在持っているボイス・オブ・ザ・シアタ

の資料にはこのような型番は全く見当たりません。

“A7あれこれ”は簡単に考えて書き始めたのですが､

すごく奥が深く膨大なものになってしまいました。 

A9とA10各スピーカシステムのユニット構成を書き

出すと以下の表のようになります。 

 

スピーカシステム型番 A9 スピーカシステム A10 スピーカシステム 

システムインピダンス 16 16 

コンプレッションドライバ 808-16A 291-16A 

ウーハ 515B (2) 515B (4) 

ネットワーク N500F N500F 

ホーン 511D 311-90 

エンクロージャ 30798 30757 

 

 ウーハを複数使っていますので､かなり大きなスピ

ーカシステムだと思われるのですがその実態につい

ては全くわかりません。エンクロージャも標準製品で

はなく､これらの製品用として作られたものだと思わ

れます。どなたか御存知であれば教えてください。 

 

A10 Theatre Series Speaker System 

 

 製品のデータシートではなく技術資料を集めたEngi

neering Newsから資料を見つけることができました。

想像をしていたよりも大きなもので､ホーンを内蔵す

るモデルも出ていたようです。 

以下のような特長が記載されています。 

 

・ 新たに開発されたシンビオテック(Symbiotic)振

動板 

・ 35 ‒ 22,000 Hz 帯域 

・ 劇場､放送局､録音､プレイバック音質 

・ 音響工学 

・ 完全な２ウェイ･システム 

・ 高域の音量調整可能なディバイディング･ネット

ワーク 

・ 無限大バッフルになった低域バス･エンクロージ

ャ 

・ セクトラル方式の高域ホーン(311-90) 

・ オーディトリアムや劇場にふさわしい高能率 
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A10スピーカシステムの仕様 

 

定格入力 40㍗ RMS 

インピダンス 16ｵｰﾑ 

水平 90° 
指向角度 

垂直 40° 

周波数特性 35 ‒ 22,000 Hz 

4”/1W 103 dB 
能率 

4”/40W 109 dB ＊数値が間違っていると思います 

E.I.A 効率 56 dB (w/1 mW input at 30 feet) 

クロスオーバ周波数 500 Hz 

ホーン外付け ホーン内蔵 
 

インチ ㍉ インチ ㍉ 

高さ 94-14 2,400 84 2,134 

幅 72 1,829 72 1,829 

寸法 

奥行き 24 610 24 610 

 

A10/MR945A 

 

1990年代になってA10/MR945Aというスピーカシ

ステムがボイス・オブ・ザ・シアタに加わりました。 

THXの仕様にあわせて開発がなされたスピーカシ

ステムでしたが短命に終わりました。 

何故A10という型番が重複してしまったかについて

は不明ですが､ボイス・

オブ・ザ・シアタシリー

ズの中では唯一マルチ

駆動のスピーカシステ

ムとなっています。 

 

 A10/MR945Aのユニット構成は以下のとおりです。 

 

エンクロージャ 8254 

ウーハ 3154 x 2 

ホーン MR945 

コンプレッションドライバ 906-8A相当 

ホーン取り付けシステム 1233A 

ホーン取り付けボード 30281 

クロスオーバ周波数 500 Hz 

 

参考資料としてオリジナル資料を次のページに掲載します。 

 



 

サウンド与太噺 

50 

【美空ひばりは 7.5 ﾏｲｸﾛ･ｾｯｸ】 
  
 アルテック･ランシングの＜ボイス･オブ･ザ･シアタ

(VOTT)＞スピーカシステムはほとんどが＜ホーンロ

ード･エンクロージャ＞を使っているために低域と高

域の＜タイム･アライメント＞が取りやすいシステム

です。 

 ＜Ａ７＞､＜Ａ５＞についてはクロスオーバ周波数

を＜500 Hz＞で使うことが多く､この周波数での波長

は＜68 ｾﾝﾁ＞になります。 

 ＜Ａ７＞､＜Ａ５＞をマルチ駆動で使う場合に､低域

と高域をダイアフラム位置で合わせた後でサウンド

を聞くと音像の大きさに満足ができない場合があり

ます。そのような時には高域に＜遅延装置＞をかけ

て＜タイム･アライメント＞をしていくのですが､どのく

らいの精度を持った＜遅延装置＞を使わなければ

ならないかと実際に実験をしてみました。音源には

＜美空ひばり さん＞のＣＤを使いました。 

 ＜1 ms(340 mm)＞で調整ができる遅延装置では

満足が行く結果は得られませんでした。結果から言

えば＜7.5 マイクロ秒(2.25 mm)＞の精度を持った＜

遅延装置＞を使って始めて満足のいく音像が得られ

たのです。 

 

 目の前でデジタル機器は＜48サンプリング＞だから最小分解能は

＜20.8マイクロ秒(7.072mm)＞だと計算をしている人間がいますが､こ

んな話は無視しましょう。 
 

 そのときのサウンドは＜美空ひばり さん＞が目の

前に立っているようでした。 

  人間の耳はこのような微少なサウンドの違いを聞

き分けることができるのです。 
 
 

【低い帯域のサウンド伝搬】 
  
 早朝船に乗って港を出て帆を張ると船影は見えな

いのに低いエンジン音だけが聞こえてくることがあり

ます。しばらく走り続けると船が見えてきて近づくに

つれてエンジン音全体が聞こえるようになります。お

そらく低い周波数帯域のサウンドだけが波に乗って

伝わってくるのでしょう。 

 同じような現象がサブウーハシステムにも見ること

ができます。ミッドローの周波数帯域はスピーカシス

テムから飛んでくるように聞こえるのに､サブウーハ

から出てくるサウンドは建物の床や壁を這うように聞

こえてきます。 

 サブウーハシステムが再生する周波数帯域には

指向性がないため､どこに置いても同じ効果を出すこ

とができます。またサブウーハシステムはバラバラに

置くのではなく､まとめて設置をすることによりより一

層大きな効果を出すことができます。 

 大阪にあるディスコテック＜ゼクシー＞ではサブウ

ーハシステムをまとめて舞台下に設置しましたが､思

った以上に素晴らしいサウンドが出て好評でした。ア

メリカのツアー関係の資料を読むと､舞台下を全て使

ってサブウーハが置いてあるケースが多いようで

す。  
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【アルテック･ランシングの納入実績】 
  

 米国の＜８０ ﾊﾟ

ｰｾﾝﾄ以上＞の空

港がアルテック･ラ

ンシングのサウン

ドシステムを使用

しています。 

 米国のメジャーリ

ーグの野球場は

ほとんどアルテッ

ク･ランシングのサ

ウンドシステムを

使っています。 

 ＜ミラノスカラ座

＞､＜アムステルダム音楽劇場＞､＜サントリーホー

ル＞､＜カザルスホール＞､＜東京芸術劇場＞､＜

帝国劇場＞､＜宝塚大劇場＞､＜飛天劇場＞等の

音質を重要視する施設にもアルテック･ランシングが

多く使われています。 

 去年開催された＜リレハンメル冬季オリンピック＞

の全ての施設にアルテック･ランシングのサウンドシ

ステムが使われました。 

 広島アジア大会の会場の多くにアルテック･ランシ

ングのスピーカシステムが使われました。 

 長野オリンピックのメイン施設の大半はアルテック･

ランシングのスピーカシステムを使う予定でいます。

  

 今年全国ツアーをおこなった＜小田和正 さん＞の

サウンドシステムはアルテック･ランシングでした。＜

ドリームズ･カムトゥルー＞もアルテック･ランシング

のスピーカシステムを使っています。今年の後半全

国ツアーをする＜スターダストレビュー＞もアルテッ

ク･ランシングのスピーカシステムを使う予定です。 

 数多くの大きな容積を持った空間でアルテック･ラ

ンシングのサウンドシステムが使われています。ま

た今後も多くの納入実績を誇ることになりそうです。 

 ＜ＤＴＳ シリーズ･スピーカシステム＞を発表して

以来､古くさい音と言われるアルテック･ランシングの

サウンドがまた見直されてきています。 

 デジタル化で音源のクオリティが上がるにつれて､

しっかりとしたサウンドを再生できるサウンドシステ

ムが求められているのではないでしょうか。 

 いくら年月が経とうとも＜良いものはいつまで立っ

ても良い＞のです。 

 
 

【ＴＨＸ シネマシステム】 
  
ＴＨＸは＜ジョージ･ルーカス＞が彼の映画を最高

の条件で楽しむことができるように考えられた規格で

す。 

 サウンドシステムだけでなく､映画館の

建築条件まで細かく決められています。

ですからＴＨＸに認定されたサウンドシス

テムを使うだけではＴＨＸで要求される条

件を満足したことにはならないのです。 

 メインスピーカは＜Ｌ,Ｃ,Ｒ＞の３本を使

用します。サブウーハを必ず設置しなく

てはなりません。サラウンドは左右でス

テレオにならなければなりません。 従

来の映画のサウンドシステムと全く異な

る考え方をしなくてはなりませんので従

来のフィルムをかけることができないと

いう不満が出てきています。 

 日本にある映画スタジオでそのサウン

ドを実際に聞く機会がありましたが､大変

素晴らしいものでした。ただしスクリーン裏の鉄骨に

までも吸音材料が巻き付けてあり､このような場所に

まで配慮がなされた設計がなされているのかと感心

しました。 

 ＴＨＸ方式の作品供給も初期の段階で

計画されたよりもはるかに少ない本数と

なっていますので､せっかく高い費用をか

けてＴＨＸシステムを取り付けても採算が

とれないようです。 

 アルテック･ランシングではメインシステ

ムとして＜Ａ１０/ＭＲ９４５Ａ＞が､サブウ

ーハシステムとして＜８１８４＞がそして

＜９４４２Ａ､９４４４Ｂ,９４４６Ａ＞の３機種

のパワーアンプがＴＨＸ認定品となってい

ます。 

 良い環境で映画を見たいという要求は

日増しに強くなっています。＜ジョンウェ

イン＞の声をそこに＜ジョンウェイン＞が

いるようなリアリティを持って再生をする

そんな当たり前のことをアルテック･ラン

シングのサウンドシステムが実現してくれます。 
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【溺れるものは藁をもつかむ】 
  

 全天候下で使うことができるＵＳＩの＜ミュージキャ

スタ(Musicaster)１００ スピーカシステム＞はその手

軽さから様々な場所で使われています。 

 リレハンメル冬季オリンピックでは５６０本余りの＜

ミュージキャスタ(Musicaster)１００ スピーカシステム

＞が施設の至る所に見受けられましたし､新宿駅と

渋谷駅ではホームのアナウンスシステムに数多く使

われています。 

 以前＜ミュージキャスタ(Musicaster)１００ スピーカ

システム＞をあるイベントにおいて河原で使っていま

した。突然豪雨が襲ってきて瞬く間に川が増水して

来ました。 

 何人かの人間が中州に取り残されたのですが､そ

こで使っていた＜ミュージキャスタ(Musicaster)１００ 

スピーカシステム＞に捕まって岸まで泳ぎ着いたと

のことでした。 

 溺れるものは藁をもつかむということわざ通りなの

ですが､くれぐれもスピーカシステムを浮輪代わりに

は使わないで下さい。 

 水辺でイベントがある場合には､救命道具を忘れな

いで下さい。 

 
  

 

【映画に出演した仲間達】 
  
 １９９１年に２０世紀フォックスが製作した映画で＜

フォア ザ ボーイズ(FORTHE BOYS)＞という映画

があります。 

 ＜ベット･ミドラー＞､＜ジェームス･カーン＞が出て

いる映画ですが､この２人がアルテック･ランシングの

＜６３９Ｂ マイクロホン(鉄仮面)＞の前で歌を歌って

います。 

 この映画のポスターをアルテック･ランシングがわ

ざわざ私に送ってくれました。 

 ＜ワイルド･ウェスト＞という映画ではアルテック･ラ

ンシングのマルチセルラホーンに直接口を付けて話

をしているシーンがあったそうです。 

 話がそれますが､ホーンに口を付けて音を出してみ

るとそのホーンの性能の善し悪しが分かるような気

がします。 

 ＜ジョン･トラボルテ＞が主演をした＜サタディナイ

ト･フィーバ＞では＜Ａ７ボイス･オブ･ザ･シアタ(VOT

T)＞の前でダイナミックなダンスを繰り広げていま

す。 

 コッポラ監督の＜地獄の黙示録＞でヘリコプタの

下に吊り下げられているスピーカシステムもＵＳＩの

製品です。 

  ベトナム戦争の最盛期には､スピーカシステムを

吊り下げたヘリコプタがアルテック･ランシングのオク

ラホマ工場に多数飛来して､スピーカを修理してから

飛び立っていったとのことです。 

 ＜トップガン＞にもＵＳＩのラウドスピーカが多数出

てきます。 

 それ以外にも私どもの仲間が映画や小説に隠れて

登場しているのをご存じの方は私宛連絡を下さい。  
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【アルテック･ランシング これっきり:桐で作ったエンクロージャ】 
  
 ウーハの性能を最大限に発揮できるエンクロージ

ャの素材は＜鉛＞であると書いてある本がありまし

た。 

 アピトン合板のように密度が高くて質量が重くサウ

ンドの押し出しが強い材料も出てきています。 

 しかしホールのプロセニアムスピーカのように､固

定して使用する場合には重量が軽いエンクロージャ

を求められるというのが現実です。 

 用途によってエンクロージャの材料も変わってこな

いといけないのです。 

 アルテック･ランシングのＤＴＳシリーズと９０００シリ

ーズはユニット構成が全く同じシステムですが､ＤＴＳ

シリーズはツアリング等の移動を前提として設計さ

れているために＜１４層＞という厚くて堅い合板を使

っています。一方９０００シリーズは固定して使うこと

を前提として設計されていますので､＜７層＞の比較

的軽い合板を使用しています。 

 

 アルテック･ランシングの施工資料を見ると､１９６０

代後半にウーハをエンクロージャに入れずに裸の状

態で使っていた写真があります。 

 鉄のフレームに４本縦方向に並べて取り付けてあ

ります。 

 この状態でサウンドを出すとどのような音がしたの

でしょうか。非常に興味があるところです。 

 ウーハをエンクロージャに組み込まずに鳴らすと、

エンクロージャの制動がかからないため低い周波数

まできれいに再生できるそうです。特に太鼓のサウ

ンドがすばらしいとの事でした。 

 ミラーサウンドのウーハもホーンロードの後ろに直

接ウーハが取り付けられています。 

 スピーカユニットが過振幅をしますので、ハイパス

フィルターをつけくれぐれもパワーの入れ過ぎには

注意してください。 

 

 福島県に喜多方という市があります。 

 ＜喜多方ラーメン＞で有名になっていますが､昔か

らタンスで使う桐の産地で有名な場所です。 

 先日喜多方市に＜桐の博物館＞ができました。展

示品を説明するなにか良い製品がないかと相談を

受けましたので､４ インチのスピーカユニットである

【４０５ｰ８Ｈ】使ったらどうかとサンプル品を送らせて

もらいました。 

 後日＜３０ ｾﾝﾁ角＞の密閉箱に４０５ー８Ｈを組み

込んだシステムを送ってくれました。もちろん桐を使

った大変美しく､大変軽いスピーカシステムとなって

いました。 

 お琴の表面と同じように焼きゴテで伸した仕上げと

なっていました。 

 そして桐を使ったことによりスピーカシステムを横

にした場合と縦にした場合でサウンドが変わってくる

のです。 

 雨の日と天気の日でも音が微妙に変わって本当に

楽しいスピーカシステムとなっていました。 

 もちろん口径が小さなスピーカユニットですから低

域には多少の不満がありますが､中域と高域に関し

てはアルテック･ランシングのサウンドポリシーをしっ

かりと保持しています。 

 

 実は＜１ ﾌｨｰﾄ角＞の密閉箱に入れた【４０５ｰ８

Ｈ】は人間が話をするのとほぼ同じ周波数と指向角

度を再生できるということで､多くの音響研究所で基

準スピーカシステムとして使われているのです。 

 これらの音響研究をされている方々に桐で作られ

たスピーカシステムを見せてあげたらどのような意

見が出てくることでしょうか。 私達はこのスピーカシ

ステムに＜アルテックこれっきり＞という名前を付け

てみました。 
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【スピーカは四角だけではない】 
 

 設備でサウンド

システムを使う場

合に､スピーカシス

テムが内装に合わ

ないので露出して

もらっては困ると

言われることが多

くありませんか？ 

 それではと８面

対と１２面対に組

み込んで位相補正をしたスピ

ーカシステムを作ってみまし

た。 

 鳴らしてみると今までとは違う音場が作れることが

わかりました。 

フルレンジの周波数帯域が全

面に出ているため、残響音場で

の高域減衰が少なくなりサウンド

の透過性が良くなります。 

一つのスピーカユニットから出

ているエネルギーが少ないため

ハウリングも起こしにくいことが

わかりました。 

金太郎飴の切り口をいつも同

じにせずに変わった方向から切ってみることも必要

なのです。 

アルテックの２０５スピーカが使われています。 

 

【和のスピーカシステム】 
 

唐沢誠さんが提唱し

た､環境の中で違和感

のないサウンド空間を

演出するためのスピー

カシステムです。４０５-

８Hを様々な形のキャビ

ネット（？）に組み込ん

でサウンドを出そうとい

うものです。 

インテリアの中に溶

け込んでとてもスピーカ

システムとは思えませ

ん。岩の中に組み込

んだり提灯のような形

状の中に組み込んだ

り、様々な工夫がなさ

れたスピーカシステム

が出てきていますが、

過去に書かれたエン

クロージャ設計の資料

を見れば形にとらわれ

ないスピーカシステム

をいくらでも作ることが

できます。 
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【蓄音機】 
 

蓄音機についてはすでに資料がまとまっていますのでここで詳しいことに触れるのはよして、手持ちの写真

だけお見せしましょう。 

 

 

← 錫箔円筒再生器 

 

 

← バイオリンの

音量を大きくする

ためのホーンを

つけたところ。 

 

 

 

 

 

 

← 録音？(カッティング風景) 

 

← 蝋管のカッテ

ィングマシーン 
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【与太の会に入るメリット】 
  
 お客様にサウンド与太噺をお送りする際に必ず＜

与太の会入会申し込み書＞を同封しています。 

 ＜与太の会＞に入会をいただくと＜サウンド与太

噺＞の内容が変わる度に最新版を送らせていただ

きます。 

 ｢与太の会に入ると何かメリットがあるのでしょう

か？｣というお問い合わせをいただきます。 

 はっきり言って何のメリットもありません。ただ最新

版の＜サウンド与太噺＞や＜技術資料＞が送られ

てくるだけなのです。 

 会費はいくらでしょうかというお問い合わせもありま

す。 

 今現在は入会金も会費も一切必要ありません。 

 事務所にお見えになるときに駄菓子の一つでもお

持ちいただければ................. 

 

 ＜サウンド与太噺＞は私どもがお手許にお届けし

ているカタログだけでは伝えることができない内容に

ついてお伝えしようと考えて製作をしています。 

 

 カタログと製品をつなぐ架け橋であると自負をして

いる部分もあります。 

 

 今目の前にある膨大な資料を目の当たりにして､あ

と何年この作業がかかるのかと思うと、思わず溜息

が出ます。 

 スピーカを中心としていってもだめだと思っていま

すし、全ての方に分かるようにと思うとそれほど技術

的なことにも書くこともできません。 

 

 いつでも結構ですから私のメールにご連絡をくださ

い。 

 

 サウンド与太噺を読んでいただいて何か失ってし

まったものも感じていただければよいとも考えていま

す。 

 

 できれば＜サウンド与太噺＞を肴にして日長酒を

飲み交わすことができれば幸いです。 

 

【まとめ】 
 

 思いついたことだけでサウンド与太噺を書いてみよ

うと思いましたが、思いもよらず大変な作業になって

しましました。物の見方は真正面から見たときと視点

を変えて見たときではこれほど違うかと思い知らされ

ました。 

 できる限り難しいことは書かずにテクノロジーにつ

いては技術資料にまとめようと思い様々な資料を作

り続けていますが､無限地獄に落とされたような気持

ちになっています。 

 このサウンド与太噺が皆様を音響の世界に誘うこ

とができれば幸いです。 

 今アルテックの製品を使っている方、アルテックに

対して深い思い入れがある方の意見をお待ちしてお

ります。 

 

【参考資料】 
 

アルテック伝承の歴史 

永遠の６０４シリーズ 

スピーカの健康管理 

スピーカシステムを壊さないために 

Ａ7取扱説明書 

 

 


